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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トルコギキョウの花色形質および／または花形形質に対応する遺伝子型を用いるトルコ
ギキョウの新品種作出方法であって、該遺伝子型が、
　(a) フラボノイド生合成の色素前駆物質のＢ環の水酸化を制御し、トルコギキョウの主
要アントシアニジン色素であるペラルゴニジン（Pgn）、シアニジン（Cyn）、またはデル
フィニジン（Dpn）の合成に関与する複対立遺伝子の遺伝子型HXHX（ここで、HXは、HT、H
F、HD、HZ、HO、またはHEで表わされる複対立遺伝子を示す。）；
　(b) トルコギキョウの主要アントシアニジン色素であるペラルゴニジン（Pgn）、シア
ニジン（Cyn）、またはデルフィニジン（Dpn）の遺伝子型Pg/pg・Cy/cy・Dp/dp；および
　(c) 有色花／白色花の遺伝子型Ans/ans；
からなるAns/ans・HXHX・Pg/pg・Cy/cy・Dp/dpである、上記方法。
【請求項２】
　前記遺伝子型が、さらに下記の遺伝子型：
　(d) 黄色花および白色花の組み合わせを決定する遺伝子型YXYX（ここで、YXはYC、YS、
YWで示される複対立遺伝子であって、YCYCは黄色花のホモ型、YCYS（またはYSYC）は黄色
花のヘテロ型、YCYW（またはYWYC）は黄色花のヘテロ型、YWYWは白色花のホモ型を示す。
）;
　(e) 八重型、二重型、および一重型の組み合わせを決定する遺伝子型DXDX

（ここで、DXはDD、DS、DWで示される複対立遺伝子であって、DDDDは八重花のホモ型、DD
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DS（またはDSDD）は八重花のヘテロ型、DSDSは一重花のホモ型、DDDW（またはDWDD）は二
重花のヘテロ型、DWDS（またはDSDW）は一重花のヘテロ型、DWDWは一重花のホモ型（野生
型）を示す。）；
　(f) 覆輪花／全色花の遺伝子型E/e；および
　(g) 全色花／かすり花の遺伝子型B/b；
からなる群から選ばれる少なくとも１種の遺伝子型を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記遺伝子型が、B/b・Ans/ans・HXHX・Pg/pg・Cy/cy・Dp/dp・YXYXである、請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記遺伝子型が、DXDX・E/e・B/b・Ans/ans・HXHX・Pg/pg・Cy/cy・Dp/dp・YXYXである
、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記遺伝子型Ans/ans・HXHX・Pg/pg・Cy/cy・Dp/dpが下記経路式で表される反応系に関
与し、遺伝するものである、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【化１】

（ここで、HT、HF、HD、HZ、HO、HEは、フラボノイド生合成の色素前駆物質のＢ環の水酸
化を制御する複対立遺伝子型を示す。HT、HF、HD、HZ、HO、HEの6つの複対立遺伝子は、
それぞれフラボノイド3’-ヒドロキシラーゼとフラボノイド3’,5’-ヒドロキシラーゼに
よるＢ環の3’,4’位の水酸化、4’位の水酸化、3’,4’,5’位の水酸化、3’,4’,5’位
の水酸化、3’,4’位と3’,4’,5’位の水酸化、および3’,4’,5’位の水酸化を制御す
る。Pg/pg、Cy/cyおよびDp/dpは、Pgn、Cyn、Dpnの生合成に関与するジヒドロフラボノー
ルリダクターゼ（DFR）の発現に対立する遺伝子座がそれぞれに存在することを示す。Ans
/ansは、Pgn、Cyn、Dpnの生合成に関与するアントシアニジンシンターゼ（ANS）の発現に
対立する遺伝子座が存在することを示す。）
【請求項６】
　トルコギキョウのF1品種、またはF1品種を作出するためのトルコギキョウの種子親系統
およびトルコギキョウの花粉親系統を作出するための、請求項１～５のいずれかに記載の
方法。
【請求項７】
　花粉親の配偶子を行とし、種子親の配偶子を列とする下記の早見表Ａまたは早見表Ｂに
基づいて複対立遺伝子の組み合わせを決定し、目的とする花色のトルコギキョウを作出す
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る、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【表１】

【請求項８】
　花粉親の配偶子を行とし、種子親の配偶子を列とする下記の早見表Ｃ～Ｆのいずれか１
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は花形のトルコギキョウを作出する、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【表２】
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【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の方法によって作出されたトルコギキョウのF1品種、ま
たは当該F1品種を作出するためのトルコギキョウの種子親系統およびトルコギキョウの花
粉親系統。
【請求項１０】
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　トルコギキョウの花色形質および／または花形形質に対応する遺伝子型を有する、トル
コギキョウのF1品種、または当該F1品種を作出するためのトルコギキョウの種子親系統お
よびトルコギキョウの花粉親系統であって、該遺伝子型が、
　(a) フラボノイド生合成の色素前駆物質のＢ環の水酸化を制御し、トルコギキョウの主
要アントシアニジン色素であるペラルゴニジン（Pgn）、シアニジン（Cyn）、またはデル
フィニジン（Dpn）の合成に関与する複対立遺伝子の遺伝子型HXHX（ここで、HXは、HT、H
F、HD、HZ、HO、またはHEで表わされる複対立遺伝子を示す。）；
　(b) トルコギキョウの主要アントシアニジン色素であるペラルゴニジン（Pgn）、シア
ニジン（Cyn）、またはデルフィニジン（Dpn）の遺伝子型Pg/pg・Cy/cy・Dp/dp；および
　(c) 有色花／白色花の遺伝子型Ans/ans；
からなるAns/ans・HXHX・Pg/pg・Cy/cy・Dp/dpである、上記トルコギキョウのF1品種、ま
たは当該F1品種を作出するためのトルコギキョウの種子親系統およびトルコギキョウの花
粉親系統。
【請求項１１】
　さらに下記の遺伝子型：
　(d) 黄色花および白色花の組み合わせを決定する遺伝子型YXYX（ここで、YXはYC、YS、
YWで示される複対立遺伝子であって、YCYCは黄色花のホモ型、YCYS（またはYSYC）は黄色
花のヘテロ型、YCYW（またはYWYC）は黄色花のヘテロ型、YWYWは白色花のホモ型を示す。
）;
　(e) 八重型、二重型、および一重型の組み合わせを決定する遺伝子型DXDX

（ここで、DXはDD、DS、DWで示される複対立遺伝子であって、DDDDは八重花のホモ型、DD

DS（またはDSDD）は八重花のヘテロ型、DSDSは一重花のホモ型、DDDW（またはDWDD）は二
重花のヘテロ型、DWDS（またはDSDW）は一重花のヘテロ型、DWDWは一重花のホモ型（野生
型）を示す。）；
　(f) 覆輪花／全色花の遺伝子型E/e；および
　(g) 全色花／かすり花の遺伝子型B/b；
からなる群から選ばれる少なくとも１種の遺伝子型を有する、請求項１０に記載のトルコ
ギキョウのF1品種、または当該F1品種を作出するためのトルコギキョウの種子親系統およ
びトルコギキョウの花粉親系統。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トルコギキョウの花色形質および／または花形形質に対応する遺伝子型を用
いてトルコギキョウの新品種を作出する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アントシアニン類はフラボノイド化合物の一種であり、植物の花、果実、葉などに広く
分布する、赤、紫、青などの呈色に関係する色素配糖体である。アントシアニン類を塩酸
で加水分解すると、糖類とアグリコン部であるアントシアニジンに分解される（非特許文
献１）。また、フラボノイド化合物の一種であるフラボノール配糖体類を塩酸で加水分解
すると、同様に、糖類とアグリコン部であるフラボノールに分解される（非特許文献２）
。
　アントシアニジン類は、植物の花において、フラバノンであるナリンゲニンを出発物質
として生合成される。ナリンゲニンに、フラボノイド３’－ヒドロキシラーゼ（Ｆ３’Ｈ
）またはフラボノイド３’，５’－ヒドロキシラーゼ（Ｆ３’，５’Ｈ）が作用すること
によってＢ環の３’位がヒドロキシル化されたエリオディクチオール、Ｂ環の３’位と５
’位の両方がヒドロキシル化されたペンタヒドロキシフラバノンが生成される。また、ナ
リンゲニン、エリオディクチオール、ペンタヒドロキシフラバノンは、フラボノイド３－
ヒドロキシラーゼ（Ｆ３Ｈ）の作用によりＣ環の３位がヒドロキシル化され、それぞれジ
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ヒドロケンフェロール、ジヒドロケルセチン、ジヒドロミリセチンが生成される。次に、
これらがジヒドロフラボノールリダクターゼ（ＤＦＲ）およびアントシアニジンシンター
ゼ（ＡＮＳ）の作用を受けて、ペラルゴニジン（Ｐｇｎ）、シアニジン（Ｃｙｎ）、デル
フィニジン（Ｄｐｎ）が生成される（非特許文献２）。
　アントシアニジン類は、Ｂ環の水酸基が異なることでその呈色が決定される。例えば、
一般にアントシアニジン類の化学構造中、Ｂ環の４’位に水酸基が１個有るものはペラル
ゴニジン（Ｐｇｎ）でオレンジ色～朱赤色を呈し、Ｂ環の３’，４’位に水酸基が２個有
るものはシアニジン（Ｃｙｎ）で赤色～深紅色を呈し、Ｂ環の３’，４’，５’位に水酸
基が３個有るものはデルフィニジン（Ｄｐｎ）で赤紫色～紫色を呈し、これらが共存する
ことによって様々な花色を発現する（非特許文献３）。
　これまでトルコギキョウなどの花卉の花色の遺伝に着目し、その遺伝子型に基づいて、
自由に花色を創出する花色育種法が検討されている。例えば、特許文献１には、トルコギ
キョウの主要花色色素であるペラルゴニジン（Ｐｇｎ）、シアニジン（Ｃｙｎ）、デルフ
ィニジン（Ｄｐｎ）の遺伝の分離から、ペラルゴニジン（Ｐｇｎ）の生合成に関与するジ
ヒドロフラボノールリダクターゼ（ＤＦＲ）とロイコアントシアニジンジオキシゲナーゼ
（ＬＤＯＸ）またはアントシアニジンシンターゼ（ＡＮＳ）の酵素反応系の遺伝がＰｇ／
ｐｇの優性／劣性の遺伝子によって制御されていること、また、色素前駆体のＢ環の水酸
化に関与するフラボノイド３’－ヒドロキシラーゼ（Ｆ３’Ｈ）やフラボノイド３’，５
’－ヒドロキシラーゼ（Ｆ３’，５’Ｈ）の遺伝の分離が、ＨＴ、ＨＦ、ＨＤ、ＨＯの４
つの複対立遺伝子によって制御されているという新しい法則を見出したことが記載されて
いる。そして、これらの知見に基づき、遺伝子組み換えや照射などによって突然変異を起
こす方法ではなく、トルコギキョウの色素遺伝型（ＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ）を用いて新花
色を作出する「トルコギキョウの花色遺伝型交配法」が確立されている。
　また、特許文献２には、主要アントシアニン色素表現型ＰｇｎＣｙｎＤｐｎ、ＣｙｎＤ
ｐｎ、Ｄｐｎ、ＰｇｎＣｙｎ、Ｃｙｎ、Ｐｇｎ、Ｎｏｎｅに対応する色素遺伝型として、
上記のＨＴ、ＨＦ、ＨＤ、ＨＯの４つの複対立遺伝子にＨＺを加えた５つの複対立遺伝子
と、Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐの両方を用いた色素遺伝型（ＨＸＨＸ・Ｐｇ／
ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐ）に基づいて作出したい花色を予測し、予測した花色に基
づいて交配する花き植物の花粉親と種子親とを選択し、選択した花粉親と種子親を交配す
ることによって予測した花色と合致した花色を有する花き植物を作出する方法が報告され
ている。また、特許文献２には、上記の色素遺伝型に加えて、八重の花冠形質（Ｄ／ｄ）
、覆輪の花冠形質（Ｅ／ｅ）の遺伝型も用いて花き植物の花形を予測することが記載され
ている。
　また、特許文献３には、花粉親配偶子及び種子親配偶子由来の上記５つの複対立遺伝子
（ＨＴ、ＨＦ、ＨＺ、ＨＤ、ＨＯ）の組み合わせを、各複対立遺伝子に対応するフラボノ
イド３’，５’－ヒドロキシラーゼ遺伝子のサイズに基づいて開花前の花卉組織から決定
し、色素遺伝型（ＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐ）について花粉親配偶
子及び種子親配偶子間の複対立遺伝子の組み合わせと花色との相関に基づいて開花前の花
卉の花色を予測する方法が報告されている。
　また、特許文献４には、アントシアニジンシンターゼ（ＡＮＳ）遺伝子中の白色花関連
マーカー又は有色花関連マーカーを用いて開花前に又は有色品種から白色花を生じるトル
コギキョウを選別する方法が記載されている。
　さらに、特許文献５には、トルコギキョウ由来のフラボノイド３’－ヒドロキシラーゼ
遺伝子（ＥｇＦ３’Ｈ）を新たに同定し、該遺伝子を用いてアサガオの品種‘バイオレッ
ト’を形質転換したところ、アサガオの品種‘バイオレット’には認められなかった赤色
系色素のシアニジンを蓄積させることができたことから、当該遺伝子が種々の花卉類の花
色を赤色に変換させることのできる機能を有した遺伝子として利用可能であることが記載
されている。
　このように、これまでトルコギキョウの花色や花形の遺伝様式について幾つかの知見が
あるが、その全容が解明されているわけではない。例えば、白色花および／または黄色花
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の遺伝様式については不明な点が多く、白色花と黄色花を交配すると、後代花色が白色花
となる場合と黄色花になる場合との二通りがあって、白色花と黄色花を確実に遺伝させＦ

１品種を１００％作出する方法がない。また、かすり花の遺伝様式については不明な点が
多く、また、かすり花と白色花と黄色花の３者の関係についても全く不明である。
　さらに、花形に関する八重や一重の花冠形質の遺伝様式は解明されていたが、二重の花
冠形質の遺伝様式については不明な点が多く、二重花を有するトルコギキョウを確実に遺
伝させＦ１品種を１００％作出する方法がない。また、トルコギキョウの覆輪花の遺伝の
存在は知られていたが、二重花との関係は明らかではない。
　トルコギキョウは現在年間１億本もの切り花が生産されており、この１５年間１本あた
り１００円と安定した価格で取引されており、今後もこの傾向が続くと予想されるため、
国内はもとより海外での生産の伸びと市場の安定性が期待される。よって、観賞用として
さらに魅力的かつ多様な花色や花形を有するトルコギキョウの新品種を作出することが期
待される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２３６５１６号「トルコギキョウの花色遺伝型交配法」
【特許文献２】特許第４３１４２４１号「花き植物の作出方法」
【特許文献３】特許第５０３９９６７号「花色の予測方法」
【特許文献４】ＷＯ２０１０／１４３７４９「白色花を生じるトルコギキョウを選別する
方法」
【特許文献５】特開２０１１－１９４３２「トルコギキョウ由来のフラボノイド３’－ヒ
ドロキシラーゼとその利用」
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】村上孝夫、「アントシアニン誘導体」、天然物の構造と化学、廣川書店
、１９８４年９月、Ｐ．１７０－１７２
【非特許文献２】村上孝夫、「フラボノイド」、天然物の構造と化学、廣川書店、１９８
４年９月、Ｐ．１５５－１８５
【非特許文献３】本多利雄と斉藤規夫、「花の色の科学」、現代化学、東京化学同人、１
９９８年５月、Ｐ．２５－３２
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、これまで未知であった黄色花、白色花、二重、覆輪、かすりの形質の遺伝型
を含む、トルコギキョウの遺伝様式を解明し、さらに多様な花色および／または花形のト
ルコギキョウの新品種を作出する方法を提供することにある。
　本発明者らは、上記の課題を解決するために、トルコギキョウの主要アントシアニジン
色素であるペラルゴニジン（Ｐｇｎ）、シアニジン（Ｃｙｎ）、またはデルフィニジン（
Ｄｐｎ）の遺伝に関し、これまで解明されていなかった黄色花、白色花、二重、覆輪、か
すりの形質に着目し、それらの形質遺伝と対応する遺伝子型との関係を明らかにするため
に、トルコギキョウの自殖や正逆交雑を繰り返し行い、その遺伝の分離を調べた結果、以
下の知見を得た。
（ｉ）ペラルゴニジン（Ｐｇｎ）、シアニジン（Ｃｙｎ）、またはデルフィニジン（Ｄｐ
ｎ）の遺伝が、従来知られていた５つの複対立遺伝子（ＨＴ、ＨＦ、ＨＤ、ＨＺ、ＨＯ）
に加えてもう一つの新たな複対立遺伝子ＨＥによって制御されていること；
（ｉｉ）全色花／かすり花の遺伝子型Ｂ／ｂおよび有色花／白色花の遺伝子型Ａｎｓ／ａ
ｎｓが劣性ホモ型の遺伝子型（ｂｂａｎｓａｎｓ）を有する個体の場合、黄色花はＹＳＹ
ＳまたはＹＳＹＷの遺伝子型を有する個体（すなわち、ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＳまたは
ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＷの遺伝子型を有する個体）で発現し、白色花はＹＷＹＷの遺伝
子型を有する個体（すなわち、ｂｂａｎｓａｎｓＹＷＹＷの遺伝子型を有する個体）で発
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（ｉｉｉ）黄色花がＹＣ、ＹＳ、ＹＷの３つの対立する遺伝子型の組み合わせによる複対
立遺伝の法則で制御され、全色花／かすり花の遺伝子型Ｂ／ｂおよび有色花／白色花の遺
伝子型Ａｎｓ／ａｎｓの優劣性に関わらず、黄色花がＹＣＹＣ、ＹＣＹＳ、またはＹＣＹ
Ｗの遺伝子型を有する個体で発現すること；
（ｉｖ）白色花がＡｎｓ－ＨＦＨＦｐｇｐｇ、ａｎｓａｎｓＢ－ＨＸＨＸ、またはａｎｓ
ａｎｓｂｂＨＸＨＸＹＷＹＷの遺伝子型を有する個体で発現すること；
（ｖ）かすり花がＡｎｓ－Ｂ－の遺伝子型で制御され、Ａｎｓ－ｂｂの遺伝子型を有する
個体で発現すること；
（ｖｉ）八重花、二重花、一重花の遺伝がＤＤ、ＤＷ、ＤＳの３つの対立する遺伝子型の
組み合わせによる複対立遺伝の法則で制御され、二重花がＤＤＤＷまたはＤＷＤＤの遺伝
子型を有する個体で発現すること；
（ｖｉｉ）覆輪の遺伝がＥ／ｅの遺伝子型で制御され、覆輪花がＥＥおよびＥｅの遺伝子
型を有する個体で発現すること。
　本発明は上記の知見により完成されたものである。
　すなわち、本発明は以下の発明を包含する。
（１）トルコギキョウの花色形質および／または花形形質に対応する遺伝子型を用いるト
ルコギキョウの新品種作出方法であって、該遺伝子型が、
　（ａ）フラボノイド生合成の色素前駆物質のＢ環の水酸化を制御し、トルコギキョウの
主要アントシアニジン色素であるペラルゴニジン（Ｐｇｎ）、シアニジン（Ｃｙｎ）、ま
たはデルフィニジン（Ｄｐｎ）の合成に関与する複対立遺伝子の遺伝子型ＨＸＨＸ（ここ
で、ＨＸは、ＨＴ、ＨＦ、ＨＤ、ＨＺ、ＨＯ、またはＨＥで表わされる複対立遺伝子を示
す。）；
　（ｂ）トルコギキョウの主要アントシアニジン色素であるペラルゴニジン（Ｐｇｎ）、
シアニジン（Ｃｙｎ）、またはデルフィニジン（Ｄｐｎ）の遺伝子型Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／
ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐ；および
　（ｃ）有色花／白色花の遺伝子型Ａｎｓ／ａｎｓ；
からなるＡｎｓ／ａｎｓ・ＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐである、上記
方法。
（２）　前記遺伝子型が、さらに下記の遺伝子型：
　（ｄ）黄色花および白色花の組み合わせを決定する遺伝子型ＹＸＹＸ（ここで、ＹＸは
ＹＣ、ＹＳ、ＹＷで示される複対立遺伝子であって、ＹＣＹＣは黄色花のホモ型、ＹＣＹ
Ｓ（またはＹＳＹＣ）は黄色花のヘテロ型、ＹＣＹＷ（またはＹＷＹＣ）は黄色花のヘテ
ロ型、ＹＷＹＷは白色花のホモ型を示す。）；
　（ｅ）八重型、二重型、および一重型の組み合わせを決定する遺伝子型ＤＸＤＸ（ここ
で、ＤＸはＤＤ、ＤＳ、ＤＷで示される複対立遺伝子であって、ＤＤＤＤは八重花のホモ
型、ＤＤＤＳ（またはＤＳＤＤ）は八重花のヘテロ型、ＤＳＤＳは一重花のホモ型、ＤＤ

ＤＷ（またはＤＷＤＤ）は二重花のヘテロ型、ＤＷＤＳ（またはＤＳＤＷ）は一重花のヘ
テロ型、ＤＷＤＷは一重花のホモ型（野生型）を示す。）；
　（ｆ）覆輪花／全色花の遺伝子型Ｅ／ｅ；および
　（ｇ）全色花／かすり花の遺伝子型Ｂ／ｂ；
からなる群から選ばれる少なくとも１種の遺伝子型を含む、（１）に記載の方法。
（３）　前記遺伝子型が、Ｂ／ｂ・Ａｎｓ／ａｎｓ・ＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ
・Ｄｐ／ｄｐ・ＹＸＹＸである、（２）に記載の方法。
（４）　前記遺伝子型が、ＤＸＤＸ・Ｅ／ｅ・Ｂ／ｂ・Ａｎｓ／ａｎｓ・ＨＸＨＸ・Ｐｇ
／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐ・ＹＸＹＸである、（２）に記載の方法。
（５）　前記遺伝子型Ａｎｓ／ａｎｓ・ＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐ
が下記経路式で表される反応系に関与し、遺伝するものである、（１）～（４）のいずれ
かに記載の方法。
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（ここで、ＨＴ、ＨＦ、ＨＤ、ＨＺ、ＨＯ、ＨＥは、フラボノイド生合成の色素前駆物質
のＢ環の水酸化を制御する複対立遺伝子型を示す。ＨＴ、ＨＦ、ＨＤ、ＨＺ、ＨＯ、ＨＥ

の６つの複対立遺伝子は、それぞれフラボノイド３’－ヒドロキシラーゼとフラボノイド
３’，５’－ヒドロキシラーゼによるＢ環の３’，４’位の水酸化、４’位の水酸化、３
’，４’，５’位の水酸化、３’，４’，５’位の水酸化、３’，４’位と３’，４’，
５’位の水酸化、および３’，４’，５’位の水酸化を制御する。Ｐｇ／ｐｇ、Ｃｙ／ｃ
ｙおよびＤｐ／ｄｐは、Ｐｇｎ、Ｃｙｎ、Ｄｐｎの生合成に関与するジヒドロフラボノー
ルリダクターゼ（ＤＦＲ）の発現に対立する遺伝子座がそれぞれに存在することを示す。
Ａｎｓ／ａｎｓは、Ｐｇｎ、Ｃｙｎ、Ｄｐｎの生合成に関与するアントシアニジンシンタ
ーゼ（ＡＮＳ）の発現に対立する遺伝子座が存在することを示す。）
（６）トルコギキョウのＦ１品種、またはＦ１品種を作出するためのトルコギキョウの種
子親系統およびトルコギキョウの花粉親系統を作出するための、（１）～（５）のいずれ
かに記載の方法。
（７）花粉親の配偶子を行とし、種子親の配偶子を列とする下記の早見表Ａまたは早見表
Ｂに基づいて複対立遺伝子の組み合わせを決定し、目的とする花色のトルコギキョウを作
出する、（１）～（６）のいずれかに記載の方法。

【表１】



(13) JP 6153213 B2 2017.6.28

10

20

30

40

50

（８）花粉親の配偶子を行とし、種子親の配偶子を列とする下記の早見表Ｃ～Ｆのいずれ
か１種以上の表に基づいて複対立遺伝子の組み合わせを決定し、目的とする花色および／
または花形のトルコギキョウを作出する、（１）～（６）のいずれかに記載の方法。
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（９）（１）～（７）のいずれかに記載の方法によって作出されたトルコギキョウのＦ１

品種、またはＦ１品種を作出するためのトルコギキョウの種子親系統およびトルコギキョ
ウの花粉親系統。
発明の効果
　本発明によれば、これまで未知であった黄色花、白色花、二重、覆輪、かすりの形質の
遺伝型を含む、トルコギキョウの花色形質および／または花形形質に対応する遺伝子型を
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用いるトルコギキョウの新品種作出方法が提供される。本発明の方法を用いることにより
、観賞用としてさらに魅力的かつ多様な花色および／または花形のトルコギキョウを作出
することができる。
　本願は、２０１４年１０月３日に出願された日本国特許出願２０１４－２０４６９５号
の優先権を主張するものであり、該特許出願の明細書に記載される内容を包含する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１Ａは一重花、図１Ｂは二重花、図１Ｃは八重花を示す。
【図２】図２Ａは八重花系統（ＤＤＤＤ）、図２Ｂは一重花系統（ＤＷＤＷ）、図２Ｃは
、これらの両系統を交配させた二重花のＦ１系統（ＤＤＤＷ）を示す。
【図３】図３Ａは八重花系統（ＤＤＤＤ）、図３Ｂは一重花野生種系統（ＤＷＤＷ）、図
３Ｃは、これらの両系統を交配させた二重花のＦ１系統（ＤＤＤＷ）を示す。
【図４】図４Ａは一重花系統（ＤＳＤＳ）、図４Ｂは八重花系統（ＤＤＤＤ）、図４Ｃは
これらの両系統を交配させた八重花のＦ１系統（ＤＤＤＳ）を示す。
【図５】図５Ａは、ＤＤＤＤの遺伝子型を有する八重花系統の自殖後代の八重花（ＤＤＤ
Ｄ）、図５Ｂは、ＤＳＤＳの遺伝子型を有する一重花系統の自殖後代の一重花（ＤＳＤＳ

）、図５Ｃは、野生種（ＤＷＤＷ）の遺伝子型を有する一重花の系統）の自殖後代の一重
花（ＤＷＤＷ）を示す。
【図６】図６Ａは、ＤＤＤＷの遺伝子型を有するＦ１二重花系統の自殖後代の分離を示す
（八重：二重：一重）。図６Ｂは、ＤＤＤＳの遺伝子型を有するＦ１八重花系統の自殖後
代の分離（八重：一重）を示す。図６Ｃは、ＤＳＤＷのヘテロ遺伝子型を有するＦ１一重
花系統の自殖後代の分離（一重）を示す。
【図７】図７Ａは、ＢＢＡｎｓＡｎｓの遺伝子型を有する全色花系統の自殖後代の全色花
（ＢＢＡｎｓＡｎｓ）、図７ＢはｂｂＡｎｓＡｎｓの遺伝子型を有するかすり花系統の自
殖後代のかすり花（ｂｂＡｎｓＡｎｓ）、図７Ｃは、ＢＢａｎｓａｎｓの遺伝子型を有す
る白色花系統の自殖後代の白色花（ＢＢａｎｓａｎｓ）、図７Ｄはｂｂａｎｓａｎｓの遺
伝子型を有する白色花系統の自殖後代の白色花（ｂｂａｎｓａｎｓ）を示す。
【図８】図８Ａは全色花系統（ＢＢＡｎｓＡｎｓ）、図８Ｂはかすり花系統（ｂｂＡｎｓ
Ａｎｓ）、図８Ｃは、これらの両系統を交配させた全色花のＦ１系統（ＢｂＡｎｓＡｎｓ
）、図８Ｄは全色花のＦ１系統の自殖後代の分離（全色花：かすり花）を示す。
【図９】図９Ａは有色花系統（ＢＢＡｎｓＡｎｓ）、図９Ｂは白色花系統（ＢＢａｎｓａ
ｎｓ）、図９Ｃは、これらの両系統を交配させた有色花のＦ１系統（ＢＢＡｎｓａｎｓ）
、図９Ｄは有色花のＦ１系統の自殖後代の分離（有色花：白色花）を示す。
【図１０－１】図１０－１のＡはかすり花系統（ｂｂＡｎｓＡｎｓ）、図１０－１のＢは
白色花系統（ｂｂａｎｓａｎｓ）、図１０－１のＣは、これらの両系統を交配させたかす
り花のＦ１系統（ｂｂＡｎｓａｎｓ）を示す。
【図１０－２】図１０－２のＤは、図１０－１のＣに示すかすり花のＦ１系統（ｂｂＡｎ
ｓａｎｓ）の自殖後代の分離（かすり花：白色）を示す。
【図１１】図１１は、完全ヘテロ遺伝子型を有する全色花系統（ＢｂＡｎｓａｎｓ）の自
殖後代の分離（全色花：かすり花：黄色花）を示す。
【図１２】図１２Ａは、ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＳの遺伝子型を有する黄色花系統の自殖
後代の黄色花（ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＳ）、図１２Ｂはｂｂａｎｓａｎｓの遺伝子型を
有する白色花系統の自殖後代の白色花（ｂｂａｎｓａｎｓＹＷＹＷ）を示す。
【図１３】図１３Ａは黄色花系統（ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＳ）、図１３Ｂは白色花系統
（ｂｂａｎｓａｎｓＹＷＹＷ）、図１３Ｃは、これらの両系統を交配させた黄色花のＦ１

系統（ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＷ）を示す。
【図１４】図１４Ａは黄色花系統（ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＳ）、図１４Ｂは白色花系統
（ＢＢａｎｓａｎｓＹＷＹＷ）、図１４Ｃは、これらの両系統を交配させた白色花のＦ１

系統（ＢｂａｎｓａｎｓＹＳＹＷ）を示す。
【図１５】図１５Ａは、ＢＢａｎｓａｎｓＹＣＹＣの遺伝子型を有する黄色花系統の自殖
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後代の黄色花（ＢＢａｎｓａｎｓＹＣＹＣ）、図１５Ｂは、ＢＢＡｎｓａｎｓＨＴＨＴＰ
ｇＰｇＹＣＹＣの遺伝子型を有する黄色地桃色花（オレンジ色花）系統の自殖後代の分離
（黄色地桃色花（オレンジ色花）：黄色花）を示す。図１５ＣはＢｂＡｎｓａｎｓＹＣＹ
Ｃの遺伝子型を有する黄色地桃色全色花（オレンジ色全色花）系統の自殖後代の分離（黄
色地桃色全色花（オレンジ色全色花）：黄色地桃色かすり花（オレンジ色かすり花）：黄
色花）を示す。
【図１６】図１６Ａは、ＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤの遺伝子型を有する紫色花系統の自殖後代
の紫色花（ＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤ）、図１６Ｂは、ａｎｓａｎｓＨＤＨＤの遺伝子型を有
する白色花系統の自殖後代の白色花（ａｎｓａｎｓＨＤＨＤ）、図１６Ｃは、ＥＥＡｎｓ
ａｎｓＨＤＨＤのヘテロ遺伝子型を有する紫色花系統の自殖後代の分離（紫色花（覆輪）
：白色花（覆輪））を示す。
【図１７】図１７Ａは、ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯ遺伝子型を有する藤色花系統の自殖後代の
藤色花（ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯ）、図１７Ｂは、ａｎｓａｎｓＨＯＨＯ遺伝子型を有する
白色花系統の自殖後代の白色花（ａｎｓａｎｓＨＯＨＯ）、図１７Ｃは、ＡｎｓａｎｓＨ
ＯＨＯのヘテロ遺伝子型を有する藤色花系統の自殖後代の分離（藤色花：白色花）を示す
。
【図１８】図１８Ａは、ＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴの遺伝子型を有する赤色花系統の自殖後代
の赤色花（ＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴ）、図１８Ｂは、ＡｎｓａｎｓＨＴＨＴのヘテロ遺伝子
型を有する赤色花系統の自殖後代の分離（赤色花：白色花）を示す。
【図１９】図１９Ａは、ＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇの遺伝子型を有する桃色花系統の
自殖後代の桃色花（ＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇ）、図１９Ｂは、ａｎｓａｎｓＨＦＨ
Ｆの遺伝子型を有する白色花系統の自殖後代の白色花（ａｎｓａｎｓＨＦＨＦ）、図１９
Ｃは、ＡｎｓａｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇのヘテロ遺伝子型を有する桃色花系統の自殖後代の
分離（桃色花：白色花）を示す。
【図２０】図２０は、ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥの遺伝子型を有する野生種紫色花系統の自殖
後代の紫色花（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ）を示す。
【図２１】図２１Ａは、紫色花系統（ＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤ）、図２１Ｂは、野生種紫色
花系統（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ）、図２１Ｃは、これらの両系統を交配させた紫色花のＦ

１系統（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＤ）を示す。
【図２２】図２２は、紫色花系統（ＥｇＨｆ２ホモ）、野生種紫色花の２系統（ＥｇＨｆ
１ホモ）、これらの両系統を交配させた紫色花のＦ１２系統（ＥｇＨｆ１，２ヘテロ）の
電気泳動図を示す。
【図２３】図２３Ａは、藤色花系統（ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯ）、図２３Ｂは、野生種紫色
花系統（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ）、図２３Ｃは、これらの両系統を交配させた紫色花のＦ

１系統（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＯ）を示す。
【図２４】図２４は、藤色花系統（ＥｇＨｆ１ホモ）、野生種紫色花の２系統（ＥｇＨｆ
１ホモ）、これらの両系統を交配させた紫色花のＦ１２系統（ＥｇＨｆ１ホモ）の電気泳
動図を示す。
【図２５】図２５Ａは、白色花系統（ａｎｓａｎｓＨＦＨＦ）、図２５Ｂは、野生種紫色
花系統（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ）、図２５Ｃは、これらの両系統を交配させた紫色花のＦ

１系統（ＡｎｓａｎｓＨＥＨＦ）を示す。
【図２６】図２６は、白色花系統（ＥｇＨｆ３ホモ）、野生種紫色花系統（ＥｇＨｆ１ホ
モ）、これらの両系統を交配させた紫色花のＦ１系統（ＥｇＨｆ１，３ヘテロ）の電気泳
動図を示す。
【図２７】図２７Ａは、赤色花系統（ＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴ）、図２７Ｂは、野生種紫色
花系統（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ）、図２７Ｃは、これらの両系統を交配させた紫色花のＦ

１系統（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＴ）を示す。
【図２８】図２８は、赤色花系統（ＥｇＨｆ３ホモ）、野生種紫色花の２系統（ＥｇＨｆ
１ホモ）、これらの両系統を交配させた紫色花のＦ１２系統（ＥｇＨｆ１，３ヘテロ）の
電気泳動図を示す。
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【図２９】図２９Ａは、ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯ遺伝子型を有する藤色花の系統、図２９Ｂ
は、ＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤ遺伝子型を有する紫色花の系統、図２９Ｃは、これらの両系統
を交配させた紫色のＦ１系統（ＡｎｓＡｎｓＨＤＨＯ）、図２９Ｄは、このＦ１系統の次
世代のＦ２世代に分離した紫色の花色を示す個体、図２９Ｅは、同じくＦ２世代に分離し
た藤色の花色を示す個体である。
【図３０】図３０は、ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯ遺伝子型を有する藤色花の系統とＡｎｓＡｎ
ｓＨＤＨＤ遺伝子型を有する紫色花の系統を交配させたＦ２世代のＦ３’５’Ｈ遺伝子の
ＥｇＨｆ１とＥｇＨｆ２の分離の電気泳動写真である。
【図３１】図３１Ａは、一重の赤色かすり花（ＤＳＤＳｅｅｂｂＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰ
ｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３１Ｂは、八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎ
ｓａｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）、図３１Ｃは、これらを交配させ
たＦ１桃色かすり花（ＤＳＤＤｅｅｂｂＡｎｓａｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐ
ＹＷＹＳ）を示す。
【図３２】図３２Ａは、一重の白色花（ＤＳＤＳｅｅＢＢａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇ
ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３２Ｂは、八重の赤色全色花（ＤＤＤＤｅｅＢＢＡｎｓ
ＡｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３２Ｃは、これらを交配させた
Ｆ１八重の紫色全色花（ＤＤＤＳｅｅＢＢＡｎｓａｎｓＨＤＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤ
ｐＹＷＹＷ）を示す。
【図３３】図３３Ａは、一重の白色花（ＤＳＤＳｅｅＢＢＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇ
ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３３Ｂは、八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎ
ｓＨＯＨＯｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）、図３３Ｃは、これらを交配させたＦ１

八重の赤紫色全色花（ＤＤＤＳｅｅＢｂＡｎｓａｎｓＨＯＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐ
ＹＳＹＷ）を示す。
【図３４】図３４Ａは、一重の赤色全色花（ＤＳＤＳｅｅＢＢＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰｇ
ＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３４Ｂは、八重の白色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓ
ａｎｓＨＯＨＯｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３４Ｃは、これらを交配させた
Ｆ１八重の赤紫色全色花（ＤＤＤＳｅｅＢｂＡｎｓａｎｓＨＯＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐ
ＤｐＹＷＹＷ）を示す。
【図３５】図３５Ａは、一重の白色花（ＤＳＤＳＥＥＢＢＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇ
ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３５Ｂは、八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎ
ｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）、図３５Ｃは、これらを交配させたＦ１

八重の桃色覆輪花（ＤＤＤＳＥｅＢｂＡｎｓａｎｓＨＦＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹ
ＷＹＳ）を示す。
【図３６】図３６Ａは、八重の桃色花（ＤＤＤＤｅｅＢＢＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇ
ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３６Ｂは、一重の白色花（ＤＳＤＳｅｅｂｂａｎｓａｎ
ｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３６Ｃは、これらを交配させたＦ１

八重の紫色全色花（ＤＤＤＳｅｅＢｂＡｎｓａｎｓＨＤＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹ
ＷＹＷ）を示す。
【図３７】図３７Ａは、一重の白色花（ＤＷＤＷｅｅＢＢａｎｓａｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇ
ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３７Ｂは、八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎ
ｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）、図３７Ｃは、これらを交配させたＦ１

二重の白色花（ＤＷＤＤｅｅＢｂａｎｓａｎｓＨＦＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹ
Ｓ）を示す。
【図３８】図３８Ａは、一重の赤色かすり花（ＤＳＤＳｅｅｂｂＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰ
ｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３８Ｂは、八重の白色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎ
ｓａｎｓＨＯＨＯｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３８Ｃは、これらを交配させ
たＦ１八重の赤紫色かすり花（ＤＤＤＳｅｅｂｂＡｎｓａｎｓＨＯＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙ
ＤｐＤｐＹＷＹＷ）を示す。
【図３９】は、図３９Ａは、八重の白色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＯＨＯｐｇ
ｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３９Ｂは、一重の紫色花（ＤＷＤＷｅｅＢＢＡｎｓ
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ＡｎｓＨＥＨＥｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図３９Ｃは、これらを交配させた
Ｆ１二重の紫色全色花（ＤＤＤＷｅｅＢｂＡｎｓａｎｓＨＯＨＥｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤ
ｐＹＷＹＷ）を示す。
【図４０】は、図４０Ａは、一重の黄色花（ＤＳＤＳＥＥｂｂａｎｓａｎｓＨＦＨＦｐｇ
ｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）、図４０Ｂは、一重の赤色かすり花（ＤＳＤＳｅｅｂｂ
ＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図４０Ｃは、これらを交配
させたＦ１一重の赤色かすり覆輪花（ＤＳＤＳＥｅｂｂＡｎｓａｎｓＨＴＨＦＰｇｐｇＣ
ｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＷ）を示す。
【図４１】図４１Ａは、八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇ
ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）、図４１Ｂは、一重の黄色地紫色かすり花（ＤＳＤＳｅｅｂ
ｂＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣＹＣ）、図４１Ｃは、これらを交
配させたＦ１八重の黄色地紫色かすり花（ＤＤＤＳｅｅｂｂＡｎｓａｎｓＨＤＨＤＰｇｐ
ｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣＹＳ）を示す。
【図４２】図４２Ａは、一重の桃色かすり覆輪花（ＤＳＤＳＥＥｂｂＡｎｓＡｎｓＨＦＨ
ＦＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図４２Ｂは、八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂ
ａｎｓａｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）、図４２Ｃは、これらを交配
させたＦ１八重の桃色かすり覆輪花のＦ１系統（ＤＤＤＳＥｅｂｂＡｎｓａｎｓＨＦＨＦ

ＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＷ）を示す。
【図４３】図４３Ａは、八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇ
ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）、図４３Ｂは、一重の藤色花（ＤＷＤＷｅｅＢＢＡｎｓＡｎ
ｓＨＯＨＯＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図４３Ｃは、これらを交配させたＦ１

二重の赤紫色全色花（ＤＤＤＷｅｅＢｂＡｎｓａｎｓＨＯＨＦＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐ
ＹＳＹＷ）を示す。
【図４４】図４４Ａは、八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇ
ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）、図４４Ｂは、一重の桃色全色花（ＤＷＤＷｅｅＢＢＡｎｓ
ＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）、図４４Ｃは、これらを交配させた
Ｆ１二重の桃色全色花（ＤＤＤＷｅｅＢｂＡｎｓａｎｓＨＦＨＦＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤ
ｐＹＳＹＷ）を示す。
【図４５】図４５Ａは、一重白色花（ＤＳＤＳｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣ
ｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）（系統番号Ｖ８５）、図４５Ｂは、八重桃色かすり花（ＤＤＤ
ＤｅｅｂｂＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）（系統番号Ｖ９０
）、図４５Ｃは、これらを交配させたＦ１八重紫色かすり花（ＤＳＤＤｅｅｂＢａｎｓＡ
ｎｓＨＤＨＦｐｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）（系統番号ＳＡＩ７）を示す。
【図４６】図４６Ａは、一重白色花（ＤＳＤＳｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣ
ｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ）（系統番号Ｖ８５）、図４６Ｂは、八重黄色花（ＤＤＤＤｅｅ
ｂｂａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ）（系統番号Ｖ２３１）、
図４６Ｃは、これらを交配させたＦ１八重の黄色花（ＤＳＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＤ

ＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＳ）（系統番号ＳＡＩ４０）を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本発明のトルコギキョウの新品種作出方法は、トルコギキョウの花色形質および／また
は花形形質に対応する遺伝子型を用いることを特徴とする。
１．定義
　本発明において用いる用語や記号の意味を説明する。
（トルコギキョウおよび系統）
　本発明のトルコギキョウとは、フラボノイドを含む花弁、萼片、苞、花被、果皮、種皮
、葉柄などのトルコギキョウの部分、およびトルコギキョウの全体をいう。「系統」とは
、トルコギキョウのＦ１品種、およびＦ１品種を作出するためのトルコギキョウの種子親
系統並びにトルコギキョウの花粉親系統の個体を含む。
（ＨＸＨＸ）
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　ＨＸＨＸは、下記の経路式に示される６つの複対立遺伝子、すなわちＨＴ、ＨＦ、ＨＤ

、ＨＺ、ＨＯ、およびＨＥからなる群から選択され、組み合されたホモまたはヘテロの遺
伝子型を意味する。この６つの複対立遺伝子の表記方法は、例えば、Ｔ、Ｆ、Ｄ、Ｚ、Ｏ
、Ｅなど他の表記法でもよい。
【化２】

　トルコギキョウのアントシアニジン生合成の前駆化合物には、ナリンゲニン、エリオデ
ィクチオール、ペンタヒドロキシフラバノン、ジヒドロケンフェロール、ジヒドロクエル
セチン、ジヒドロミリセチンが含まれる。
　ＨＴの対立遺伝子は、ナリンゲニンからエリオディクチオール、およびジヒドロケンフ
ェロールからジヒドロクエルセチンへの生化学的変換を制御する。
　ＨＦの対立遺伝子は、ナリンゲニンおよびジヒドロケンフェロールを生成するので、Ｂ
環の水酸化には関与していない。
　ＨＤの対立遺伝子は、ナリンゲニンからペンタヒドロキシフラバノン、およびジヒドロ
ケンフェロールからジヒドロミリセチンへの生化学的変換を制御し、基質を完全にペンタ
ヒドロキシフラバノンまたはジヒドロミリセチンへ変換することを特徴する。
　ＨＺの対立遺伝子は、ナリンゲニンからペンタヒドロキシフラバノン、およびジヒドロ
ケンフェロールからジヒドロミリセチンへの生化学的変換を制御する。この対立遺伝子は
、一旦基質を完全にエリオディクチオールとジヒドロクエルセチンへ変換し、更にこれら
をペンタヒドロキシフラバノンとジヒドロミリセチンへ変換することを特徴とする。従っ
て、ＨＺの対立遺伝子がＨＦの対立遺伝子と対を組んだＨＺＨＦヘテロ遺伝型の場合、中
間体であるエリオディクチオールとジヒドロクエルセチンが基質として奪われ、結果とし
てＢ環の水酸基を２～３個有する４種の前駆化合物（エリオディクチオール、ペンタヒド
ロキシフラバノン、ジヒドロクエルセチン、ジヒドロミリセチン）を生成する。
　ＨＯの対立遺伝子は、ナリンゲニンからエリオディクチオールとペンタヒドロキシフラ
バノン、およびジヒドロケンフェロールからジヒドロクエルセチンとジヒドロミリセチン
への全ての生化学的変換を制御する。
　ＨＥの対立遺伝子は野生種由来であって、ナリンゲニンからペンタヒドロキシフラバノ
ン、およびジヒドロケンフェロールからジヒドロミリセチンへの生化学的変換を制御し、
基質を完全にペンタヒドロキシフラバノンまたはジヒドロミリセチンへ変換することを特
徴とする。
（ＥｇＨｆ１、ＥｇＨｆ２、ＥｇＨｆ３）
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　上記６つの複対立遺伝子ＨＴ、ＨＦ、ＨＤ、ＨＺ、ＨＯ、およびＨＥは、該複対立遺伝
子によって制御される３つのフラボノイド３’，５’－ヒドロキシラーゼ（Ｆ３’，５’
Ｈ）遺伝子群に基づいて、（ｉ）ＨＴとＨＦ、（ｉｉ）ＨＤとＨＺ、および（ｉｉｉ）Ｈ
ＯとＨＥに分類できる。ＨＴまたはＨＦによって制御されるＦ３’，５’遺伝子はＥｇＨ
ｆ３、ＨＤまたはＨＺによって制御されるＦ３’，５’遺伝子はＥｇＨｆ２、ＨＯまたは
ＨＥによって制御されるＦ３’，５’遺伝子はＥｇＨｆ１と称する。
（Ｐｇ／ｐｇ、Ｃｙ／ｃｙ、Ｄｐ／ｄｐ）
　Ｐｇ／ｐｇ、Ｃｙ／ｃｙ、Ｄｐ／ｄｐは、上記経路式において、主要アントシアニジン
色素のペラルゴニジン（Ｐｇｎ）、シアニジン（Ｃｙｎ）、デルフィニジン（Ｄｐｎ）の
生合成に関与するジヒドロフラボノールリダクターゼ（ＤＦＲ）の発現に対立する遺伝子
座がそれぞれ存在することを意味する。
（Ａｎｓ／ａｎｓ）
　Ａｎｓ／ａｎｓは、有色花／白色花の遺伝子型であり、有色花が優性型Ａｎｓ、白色花
が劣性型ａｎｓに対応する。有色花とは、アントシアニン色素の発現によって色がつく花
をいい、白色花とは、アントシアニン色素の非発現によって色がつかず白色または黄色に
なる花をいう。ＡｎｓＡｎｓ（優性ホモ型）は有色花、Ａｎｓａｎｓ（優性ヘテロ型）は
有色花、ａｎｓａｎｓ（劣性ホモ型）は白色花の形質を有する系統であることを示す。遺
伝子型がＡｎｓＡｎｓ（優性ホモ型）またはＡｎｓａｎｓ（優性ヘテロ型）の場合、この
２種類の遺伝子型をまとめてＡｎｓ－と表記する。
（ＤＸＤＸ）
　ＤＸＤＸは花形の八重型、二重型、一重型の組み合わせを決定する遺伝子型であり、Ｄ
Ｄ、ＤＷ、ＤＳの３つの対立する遺伝子型の組み合わせによって八重型、二重型、一重型
の形質が対応する。ＤＤＤＤは八重花のホモ型、ＤＤＤＳ（またはＤＳＤＤ）は八重花の
ヘテロ型、ＤＳＤＳは一重花のホモ型、ＤＤＤＷ（またはＤＷＤＤ）は二重花のヘテロ型
、ＤＷＤＳ（またはＤＳＤＷ）は一重花のヘテロ型、ＤＷＤＷは一重花のホモ型（野生型
）を示す。
（Ｅ／ｅ）
　Ｅ／ｅは、覆輪花／全色花の遺伝子型であり、覆輪花が優性型Ｅ、全色花が劣性型ｅに
対応する。覆輪花とは花弁の縁部分が地と異なる色で縁取られた花をいい、全色花とは、
花弁に覆輪が存在せず一色の花をいう。ＥＥ（優性ホモ型）は覆輪花、Ｅｅ（優性ヘテロ
型）は覆輪花、ｅｅ（劣性ホモ型）は全色花の形質を有する系統であることを示す。
（Ｂ／ｂ）
　Ｂ／ｂは、全色花／かすり花の遺伝子型であり、全色花が優性型Ｂ、かすり花が劣性型
ｂに対応する。全色花とは、花弁上の色の柄がほぼ均一の載りとなる花をいい、かすり花
とは、霧吹きで振り掛けたあとのようなかすれた色の柄の載りとなる花をいう。ＢＢ（優
性ホモ型）は全色花、Ｂｂ（優性ヘテロ型）は全色花、ｂｂ（劣性ホモ型）はかすり花の
形質を有する系統であることを示す。
（ＹＸＹＸ）
　ＹＸＹＸは、黄色花および白色花の組み合わせを決定する遺伝子型であり、ＹＣ、ＹＳ

、ＹＷの３つの対立するトルコギキョウのカロテノイド色素の生合成にかかる複対立遺伝
子の遺伝子型の組み合わせによって黄色花および白色花の形質が対応する。ＹＣＹＣは黄
色花のホモ型、ＹＣＹＳ（またはＹＳＹＣ）は黄色花のヘテロ型、ＹＣＹＷ（またはＹＷ

ＹＣ）は黄色花のヘテロ型、ＹＷＹＷは白色花のホモ型の形質を有する系統であることを
示す。
（色素表現型）
　本発明において、トルコギキョウのアントシアニジン生合成の前駆化合物生成に関する
アントシアニジンシンターゼに係る遺伝子型の組み合わせがＡｎｓＡｎｓ（優性ホモ型）
またはＡｎｓａｎｓ（優性ヘテロ型）の場合（この２種類の遺伝子型をまとめてＡｎｓ－
と表記する）、トルコギキョウ花弁の色素表現型と得られる花色の関係を以下に示す。
　ＰｇｎＣｙｎＤｐｎ型：赤紫色、赤色、紫赤色、淡赤色、ピンク色
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　ＰｇｎＣｙｎ型：赤色、深赤色、淡赤色、ピンク色
　ＣｙｎＤｐｎ型：淡紫色、紫赤色、紫色、青紫色
　Ｐｇｎ型：赤色、淡赤色、ピンク色、白赤色、クリーム色、白色
　Ｃｙｎ型：赤色、淡赤色、ピンク色、白赤色
　Ｄｐｎ型：紫色
　Ｎｏｎｅ型：白色
　なお、本発明においてＰｇｎＤｐｎ型の系統は得られない。
　Ｄｐｎ型色素表現型にはメチル化アントシアニジンであるマルヴィジン（Ｍｖ）とペチ
ュニジン（Ｐｔ）を含む。Ｃｙｎ型色素表現型にはメチル化アントシアニジンであるペオ
ニジン（Ｐｎ）を含む。
（“－”および“－－”）
　本発明において、“－”と表記されている遺伝子型は、その一つ前に表記された遺伝子
型に優性的に支配されていることを意味し、“－－”と表記されている遺伝子型は、対象
形質をつかさどる優性・優劣性遺伝子型または複対立遺伝子型のいずれの遺伝子型も用い
ることができることを意味する。
２．トルコギキョウの新品種作出方法
２－１．遺伝子型Ａｎｓ／ａｎｓ・ＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐを用
いる方法（主要アントシアジン色素の遺伝）
　トルコギキョウのアントシアニジン生合成の前駆化合物生成に関与するアントシアニジ
ンシンターゼ（ＡＮＳ）の遺伝子型の組み合わせがＡｎｓＡｎｓ（優性ホモ型）またはＡ
ｎｓａｎｓ（優性ヘテロ型）（以下、ＡｎｓＡｎｓとＡｎｓａｎｓの２種類の遺伝子型を
まとめてＡｎｓ－と表記する）であって、かつ、複対立遺伝子のＨＸＨＸ遺伝子型の組み
合わせが、
　ＨＴＨＤ、ＨＴＨＥ、ＨＴＨＺとＨＯ－（ＨＯ－とは、ＨＯＨＴ、ＨＯＨＦ、ＨＯＨＤ

、ＨＯＨＥ、ＨＯＨＺ、ＨＯＨＯの６種類の組み合わせを示す）の場合、Ｂ環に水酸基が
１～３個有する６種の前駆化合物（ナリンゲニン、エリオディクチオール、ペンタヒドロ
キシフラバノン、ジヒドロケンフェロール、ジヒドロクエルセチン、ジヒドロミリセチン
）を生成し；
　ＨＴＨＦ、ＨＴＨＴの場合、Ｂ環に水酸基が１個と２個を有する４種の前駆化合物（ナ
リンゲニエリオディクチオール、ジヒドロケンフェロール、ジヒドロクエルセチン）を生
成し；
　ＨＦＨＦの場合、Ｂ環に水酸基を１個有する２種の前駆化合物（ナリンゲニン、ジヒド
ロケンフェロール）を生成し；
　ＨＤＨＦ、ＨＤＨＤ、ＨＤＨＺ、ＨＥＨＦ、ＨＥＨＥ、ＨＥＨＺ、ＨＥＨＤとＨＺＨＺ

の場合、Ｂ環に水酸基を３個有する２種の前駆化合物（ペンタヒドロキシフラバノン、ジ
ヒドロミリセチン）を生成し；
　ＨＺＨＦの場合、Ｂ環に水酸基を２～３個有する４種の前駆化合物（エリオディクチオ
ール、ペンタヒドロキシフラバノン、ジヒドロクエルセチン、ジヒドロミリセチン）を生
成する。
　また、ジヒドロフラボノールリダクターゼ（ＤＦＲ）酵素レベルにあるＰｇ／ｐｇの遺
伝子座が存在するため、上記のアントシアニジン生合成の前駆化合物が形成され、かつ、
劣性ホモ型（ｐｇｐｇ）を形成した場合には、前駆化合物としてナリンゲニンおよびジヒ
ドロケンフェロールが生成されてもＰｇｎが生合成されない。
　また、Ａｎｓ－であって、かつ、複対立遺伝子の組合せが、ＨＤＨＤ型、ＨＤＨＦ型、
ＨＤＨＺ型、ＨＺＨＦ型、ＨＺＨＺ型、ＨＥＨＴ型、ＨＥＨＦ型、ＨＥＨＤ型、ＨＥＨＺ

型、ＨＥＨＯ型、ＨＥＨＥ型の場合、Ｐｇ／ｐｇが優性型（ＰｇＰｇまたはＰｇｐｇ）で
ある遺伝子型であっても、Ｐｇｎは生合成されない。
　以上から、Ａｎｓ－とトルコギキョウ花弁の色素遺伝子型であるＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ
・Ｃｙ／ｙ・Ｄｐ／ｄｐを含む遺伝子型の種類と対応する色素表現型の関係は下表のとお
りであり、各色素表現型に応じて前述の花色のトルコギキョウが得られる。
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【表３】

２－２．遺伝子型Ｂ／ｂ・Ａｎｓ／ａｎｓ・ＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／
ｄｐ・ＹＸＹＸを用いる方法（白色花、黄色花、かすりの遺伝）
＜Ｂ－ａｎｓａｎｓ・ＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐ＞
　Ａｎｓ－の遺伝子型を有する系統はすべてアントシアニン色素に基づく有色系統となる
が、Ａｎｓ－の遺伝子型を有する系統のうち、遺伝子型がＡｎｓ－ＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙ
ＣｙＤｐＤｐである場合だけ、白色系統の花となる。
　また、かすり形質をＢ／ｂで示した場合、Ｂ／ｂ・Ａｎｓ／ａｎｓ・ＨＸＨＸ・Ｐｇ／
ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐの遺伝子型を有する系統のうち、アントシアニジン生合成
の前駆化合物生成に関与するアントシアニジンシンターゼ（ＡＮＳ）の遺伝子型の組み合
わせがａｎｓａｎｓ（劣性ホモ型）である場合、すなわち、Ｂ－ａｎｓａｎｓ・ＨＸＨＸ

・Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐの遺伝子型を有する場合、ジヒドロフラボノール
リダクターゼ（ＤＦＲ）酵素レベルにあるＰｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐの遺伝子
型の優劣性に関わらず、かつ、ＨＸＨＸ遺伝子型の組み合わせが６つのＨＴ、ＨＦ、ＨＤ

、ＨＺ、ＨＯ、ＨＥ遺伝子型のいずれにも関わらず、すべてアントシアニン色素が生合成
されない白色系統の花となる。
＜ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＳ、ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＷ、ｂｂａｎｓａｎｓＹＷＹＷ＞
　アントシアニジン生合成の前駆化合物生成に関与するアントシアニジンシンターゼ（Ａ
ＮＳ）の遺伝子型の組み合わせがａｎｓａｎｓ（劣性ホモ型）であって、かつ、かすり形
質に係る遺伝子型がｂｂ（劣性ホモ型）である場合、すなわちｂｂａｎｓａｎｓの遺伝子
型を有する場合、カロテノイド系色素の発現によって色がつく黄色花、または、カロテノ
イド系色素が発現しないことによって色がつかない白色花の花弁形質に対応する黄色花／
白色花の遺伝子型（優性型ＹＳ／劣性型ＹＷ）の組み合わせにより、ｂｂａｎｓａｎｓＹ
ＳＹＳの遺伝子型を有する系統は黄色花、ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＷの遺伝子型を有する
系統は黄色花、ｂｂａｎｓａｎｓＹＷＹＷの遺伝子型を有する系統は白色花となる。
＜－－ＹＣＹＣ、－－ＹＣＹＳ、－－ＹＣＹＷ＞
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　全色花／かすり花の遺伝子型Ｂ／ｂおよび有色花／白色花の遺伝子型Ａｎｓ／ａｎｓの
優劣性にかかわらず、ＹＣの遺伝子型は優先的に黄色花を発現する遺伝子を有する系統で
ある。よって、－－ＹＣＹＣは黄色花のホモ型、－－ＹＣＹＳは黄色花のヘテロ型、－－
ＹＣＹＷは黄色花のヘテロ型の形質を示す。
　上記の白色系統の花の遺伝様式から、白色系統の花（Ｎｏｎｅ色素表現型）は、Ａｎｓ
－ＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐの遺伝子型、Ｂ－ａｎｓａｎｓＨＸＨＸ－－ＣｙＣ
ｙＤｐＤｐの遺伝子型、ｂｂａｎｓａｎｓＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷの遺伝
子型の３種のいずれかの遺伝子型を有することになる。
＜Ｂ－Ａｎｓ－ＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣ－＞
　トルコギキョウのカロテノイド色素表現型の系統であって、アントシアニン色素が生合
成される有色系統の花は、Ｂ－Ａｎｓ－ＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣＹＣ、Ｂ－Ａ
ｎｓ－ＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣＹＳ、Ｂ－Ａｎｓ－ＨＸＨＸ－ＣｙＣｙＤｐＤ
ｐＹＣＹＷの３種のいずれかの遺伝子型（これらの３種の遺伝子型をまとめてＢ－Ａｎｓ
－ＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣ－と表記する）を有し、黄色花となる。
　また、遺伝子型Ｂ－Ａｎｓ－ＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣ－において、アントシ
アニン生合成に係る複対立遺伝子型“ＨＸＨＸ－－”の部分遺伝子型が、ＨＯＰｇ－を含
む場合は赤紫と黄色の複色（２色）系統の（赤黄紫色）花、ＨＤ、ＨＺ、ＨＥを含む場合
は紫と黄色の複色（２色）系統の（黄紫色）花、ＨＴの場合は赤と黄色の複色（２色）系
統の（赤黄［オレンジ］色）花、ＨＦＰｇ－の場合は赤と黄色の複色（２色）系統の（赤
黄［オレンジ］色）花となる。
＜ｂｂａｎｓａｎｓＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳ－＞
　トルコギキョウのカロテノイド色素表現型の系統であって、アントシアニン色素が生合
成されない系統の花は、ｂｂａｎｓａｎｓＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ、ｂｂ
ａｎｓａｎｓＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＷの２種のいずれかの遺伝子型（これ
らの２種の遺伝子型をまとめてｂｂａｎｓａｎｓＨＸＨＸ－－ＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳ－と
表記する）を有し、黄色花となる。
２－３．遺伝子型ＤＸＤＸ・Ｅ／ｅ・Ｂ／ｂ・Ａｎｓ／ａｎｓ・ＨＸＨＸ・Ｐｇ／ｐｇ・
Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐ・ＹＸＹＸを用いる方法（八重、二重、一重、覆輪を伴う遺伝）
　遺伝子型ＤＤＤＤＥｅｂｂＡｎｓａｎｓＨＤＨＤＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣＹＷを
有する系統は、覆輪八重花であって、覆輪の先端部の色がついた部分は紫色となり、かつ
、覆輪部以外の花弁部は黄色地となる。
　遺伝子型ＤＤＤＷｅｅＢｂＡｎｓａｎｓＨＴＨＦＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣＹＷを
有する系統は、全色二重花であって、花色は赤色と黄色が混合したオレンジ色花となる。
　遺伝子型ＤＤＤＳＥＥｂｂａｎｓａｎｓＨＯＨＯＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＷを
有する系統は、覆輪八重花であって、花色は黄色花となる。この系統は、覆輪の遺伝子型
ＥＥの優性ホモ型を有する系統であるが、アントシアニンによる着色がないため、見かけ
上、覆輪形質を観察することができない。
３．トルコギキョウの新品種作出方法に用いる早見表
　本発明のトルコギキョウの新品種作出方法は、トルコギキョウのＦ１品種、およびＦ１

品種を作出するためのトルコギキョウの種子親系統およびトルコギキョウの花粉親系統を
作出するために用いることができる。
　本発明のトルコギキョウの新品種作出方法に用いる下記の早見表Ａおよび早見表Ｂ（表
４）は、花色を作出する遺伝型交配の組み合わせを決定するものであって、花粉親の配偶
子を行とし、種子親の配偶子を列とし、前記の複対立遺伝子の組み合わせ、複対立遺伝子
の組合せに対応する色素表現型および花色をも表示するものである。
　早見表Ａは、Ｐｇ／ｐｇ、Ｃｙ／ｃｙおよびＤｐ／ｄｐで示される遺伝子座がＰｇＰｇ
ＣｙＣｙＤｐＤｐまたはＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐで表される場合の組合せ表であり、早
見表Ｂは、Ｐｇ／ｐｇ、Ｃｙ／ｃｙおよびＤｐ／ｄｐで示される遺伝子座がｐｇｐｇＣｙ
ＣｙＤｐＤｐで表される場合の組合せ表である。例えば、遺伝子座がＰｇＰｇＣｙＣｙＤ
ｐＤｐであり、一つの複対立遺伝子ＨＥともう一つの複対立遺伝子ＨＥが受精し、その組
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合せがＨＥＨＥとなった場合は、早見表Ａからその色素表現型がＤｐｎであることが、速
やかに知ることができる。
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【表４】

　また、本発明のトルコギキョウの新品種作出方法に用いる下記の早見表Ｃ～Ｆ（表５）
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は、花色および／または花形を作出する遺伝型交配の組み合わせを決定するものであって
、花粉親の配偶子を行とし、種子親の配偶子を列とし、前記の複対立遺伝子を含む遺伝子
型（ＹＸＹＸ＋Ａｎｓ／ａｎｓ＋Ｂ／ｂまたはＤＸＤＸ＋Ａｎｓ／ａｎｓ＋Ｅ／ｅ）の組
み合わせ、遺伝子型の組合せに対応する花色および／または花形を表示するものである。
　早見表ＣおよびＥは、ＨＸＨＸおよびＰｇ／ｐｇＣｙ／ｃｙＤｐ／ｄｐで示される遺伝
子座がＨＸＨＸＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐまたはＨＸＨＸＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐで表
される場合の組合せ表であり、早見表ＤおよびＦは、ＨＸＨＸおよびＰｇ／ｐｇＣｙ／ｃ
ｙＤｐ／ｄｐで示される遺伝子座がＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐで表される場合の
組合せ表である。例えば、遺伝子座がＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐであり、一つの
遺伝子型がＹＣＡｎｓ　Ｂともう一つの遺伝子型がＹＳＡｎｓ　ｂが受精し、その組合せ
がＹＣＹＳＡｎｓＡｎｓ　Ｂｂとなった場合は、早見表Ｄからその花色表現型が黄色であ
ることが、速やかに知ることができる。
【表５】
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　本発明のトルコギキョウの新品種作出方法は、トルコギキョウの花弁または萼片、花被
、苞、果皮などの有色部分から、５０％酢酸水溶液、または５０％酢酸メタノールを用い
てアントシアニンを抽出し（酢酸の濃度は１０～５０％でも可能で、酢酸の代わりに０．
５～２規定塩酸を用いても良い）、これを塩酸加水分解して、アントシアニジンを含む加
水分解物を高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）などを用いて各種アントシアニジン
を分析する。自殖や交雑を繰り返して得られた後代の遺伝子型について、優性ホモ型、優
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性ヘテロ型、劣性ホモ型を決定し、その遺伝子型より様々な花色および／または花形を自
由自在に作出することができる。
　以下、本発明を実施例により具体的に説明するが、本発明は、これらの実施例に限定さ
れるものではない。
（参考例）遺伝子型の決定方法
　トルコギキョウの花弁を採集し、全色系または覆輪系（二重花、八重花を含む）の花弁
の着色した部分を切除し、精秤後、試験管中にて０．５～２規定塩酸水溶液などの酸性溶
媒を加え、アントシアニン色素を抽出した。抽出は、文献記載の方法（Ｕｄｄｉｎ，ｅｔ
　ａｌ．：Ｊ．Ｊａｐａｎ．Ｓｏｃ．Ｈｏｒｔ．Ｓｃｉ．，７１：４０－４７，２００２
；Ｗａｎｇ，ｅｔ　ａｌ．：Ｊ．Ｐｌａｎｔ　Ｒｅｓ．，１１４：２１３－２２１，２０
０１；松添直隆、ほか５名：園学雑、６８：１３８－１４５，１９９９）を用いた。抽出
液を綿栓濾過後、濾液について９５～１００℃で加熱し加水分解を行い、１～６種のアン
トシアニジンを含む溶液を得た。加水分解は、文献記載の方法（Ｕｄｄｉｎ，ｅｔ　ａｌ
．：Ｊ．Ｊａｐａｎ．Ｓｏｃ．Ｈｏｒｔ．Ｓｃｉ．，７１：４０－４７，２００２）を用
いた。反応後、溶液をメンブランフィルターで濾過後、濾液についてＨＰＬＣ装置にて分
析した。ＨＰＬＣの分析条件および分析装置は、文献記載の方法（Ｕｄｄｉｎ，ｅｔ　ａ
ｌ．：Ｊ．Ｊａｐａｎ．Ｓｏｃ．Ｈｏｒｔ．Ｓｃｉ．，７１：４０－４７，２００２）を
用いた。
　ＨＰＬＣクロマトチャートから、３種のアントシアニジン、すなわち、ペラルゴニジン
（Ｐｇｎ）、シアニジン（Ｃｙｎ）、デルフィニジン（Ｄｐｎ）それぞれのアントシアニ
ジンのピークを占有面積として算出し、ペラルゴニジン（Ｐｇｎ）、シアニジン（Ｃｙｎ
）、デルフィニジン（Ｄｐｎ）の全ピーク面積を１００％とした。得られた固有ピークか
らアントシアニジンについて、その花の色素遺伝子型を決定した。
【実施例１】
【０００８】
一重花、二重花および八重花の遺伝様式
　トルコギキョウにおける一重花、二重花および八重花の花冠形質の存在を確認した。そ
の写真を図１に示す。
　トルコギキョウの花弁は合弁であるが、切れ込んだ弁数を数えたところ、一重花は５．
３±１．１枚［５２花の平均値］（図１Ａ）、二重花は１０．１±２．３枚［７９花の平
均値］（図１Ｂ）、八重花は１９．８±４．９枚［２５花の平均値］（図１Ｃ）であった
。この結果、トルコギキョウに表現型として一重花、二重花、八重花が存在することがわ
かる。
　トルコギキョウの花冠形質の一つである八重と一重の形質について、従来は八重型が優
性型であり、その関係をＤ／ｄの遺伝子型として帰属していた（特許第４３１４２４１号
）。しかし、二重花が存在することからこの遺伝子型の想定では説明が付かない。また、
不完全優性型の考え方も適用できないことから、複対立するという新しい遺伝様式として
、八重の遺伝子型をＤＤ型、従来の一重の遺伝子型をＤＳ型、二重形質発現に関わる一重
の遺伝子型をＤＷ型と想定した。即ち、ＤＤＤＤのホモ型は八重、ＤＳＤＳのホモ型は一
重、ＤＷＤＷのホモ型は一重とし、そして、ＤＤＤＳのヘテロ型は八重、ＤＤＤＷのヘテ
ロ型は二重、ＤＳＤＷのヘテロ型は一重と想定した。
　まずＤＤＤＤのホモ型系統（系統番号Ｅ９９）（図２Ａ）とＤＷＤＷのホモ型系統（系
統番号Ｅ９４）（図２Ｂ）とを交配し、Ｆ１を作出した。その結果、Ｆ１は全て二重形質
を有する個体（系統番号Ｈ１０；想定遺伝子型はＤＤＤＷ）（図２Ｃ）であった。この結
果から、トルコギキョウのＦ１二重花の作出が可能であることがわかる。
　トルコギキョウの八重花系統（系統番号Ｗ５８、Ｗ２８；遺伝子型ＤＤＤＤ）（図３Ａ
）と一重花野生種（学名Ｅｕｓｔｏｍａ　ｅｘａｌｔａｔｕｍ）（系統番号Ｗｉ１５、Ｗ
ｉ１８；遺伝子型ＤＷＤＷ）（図３Ｂ）とを交配し、Ｆ１を作出した。その結果、Ｆ１は
全て二重形質を有する個体（系統番号Ｕ４３を４２個体、Ｕ５７を４２個体；想定遺伝子
型はＤＤＤＷ）（図３Ｃ）であった。この結果から、トルコギキョウのＦ１二重花にかか
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る遺伝子型ＤＷが野生種由来の形質であることがわかる。また、遺伝子型ＤＷＤＷを有す
るトルコギキョウが一重花であることもわかる。
　トルコギキョウの一重花（系統番号Ｗ１０、Ｗ１９；遺伝子型ＤＳＤＳ）（図４Ａ）と
八重花系統（系統番号Ｗ２８、ＷＷ１７；遺伝子型ＤＤＤＤ）（図４Ｂ）とを交配し、Ｆ

１を作出した。その結果、Ｆ１は全て八重花形質を有する個体（系統番号Ｕ５０を６個体
、Ｕ８を４個体；想定遺伝子型はＤＤＤＳ）（図４Ｃ）であった。
　単一形質を確認するため、ＤＤＤＤの遺伝子型を有する八重花の系統群（系統番号Ｖ５
１、Ｖ１６０、Ｖ１６１、Ｐ１６）の自殖を行った。その結果、自殖後代６７個体は全て
八重の花（ＤＤＤＤ）（図５Ａ：Ｖ５１）であった。また、ＤＳＤＳの遺伝子型を有する
一重花の系統群（系統番号Ｖ３１、Ｖ６２、Ｖ８０）の自殖を行った。その結果、自殖後
代３０個体は全て一重の花（ＤＳＤＳ）（図５Ｂ：Ｖ３１）であった。また、野生種（Ｄ
ＷＤＷの遺伝子型を有する一重花の系統群（系統番号ＢＣ１、ＢＣ２、ＢＣ２５３４））
の自殖を行った。その結果、自殖後代４０個体は全て一重の花（ＤＷＤＷ）（図５Ｃ：Ｂ
Ｃ１）であった。
　共分離を確詔するため、あらかじめＦ１として作出したＤＤＤＷの遺伝子型を有する二
重花の系統群（系統番号Ｖ１０９、Ｈ１０、ＳＡＩ７、ＳＡＩ６０、ＹＵＵ１４、ＹＵＵ
３０）の自殖を行った。その結果、八重：二重：一重の分離個体数は、系統番号Ｖ１０９
は５：９：４個体数、Ｈ１０は１１：１８：１１個体数、ＳＡＩ７は３：５：１個体数、
ＳＡＩ６０は３：７：５個体数、ＹＵＵ１４は４：９：５個体数、ＹＵＵ３０は６：１０
：３個体数であった（図６Ａ：Ｖ１０９）。これら系統のすべての個体数を合計したとこ
ろ、３２：５８：２９であったことから、その想定された八重（ＤＤＤＤ）：二重（ＤＤ

ＤＷ）：一重（ＤＷＤＷ）の分離比１：２：１の理論値よりχ２検定を行った結果、χ２

値＝０．２２７で８９．３％の適合確率を与えた。以上の結果より、トルコギキョウの花
冠形質は複対立するという新しい遺伝様式で八重花、二重花、一重花の形質が遺伝される
ことがわかる。
　あらかじめＦ１として作出したＤＤＤＳの遺伝子型を有する八重花の系統群（系統番号
Ｖ９、Ｖ１０１、Ｖ１１６、Ｖ１１８、Ｖ１２４、Ｖ１２９、Ｖ１３１）の自殖を行った
。その結果、八重：一重の分離個体数は、系統番号Ｖ９は４４：１２個体数、Ｖ１０１は
３７：１０個体数、Ｖ１１６は１７：７個体数、Ｖ１１８は３１：８個体数、Ｖ１２４は
１９：４個体数、Ｖ１２９は３５：１１個体数、Ｖ１３１は２８：１２個体数であった（
図６Ｂ：Ｖ１３１）。これら系統のすべての個体数を合計したところ、２１１：６４であ
ったことから、その想定された八重（ＤＤＤＤおよびＤＤＤＳ）：一重（ＤＳＤＳ）の分
離比３：１の理論値よりχ２検定を行った結果、χ２値＝０．４３８で５０．８％の適合
確率を与えた。以上の結果より、トルコギキョウの花冠形質は複対立するという新しい遺
伝様式で八重花、一重花の形質が遺伝されることがわかる。
　あらかじめＦ１として作出したＤＳＤＷのヘテロ遺伝子型を有する一重花の系統（系統
番号Ｖ１３０）の自殖を行った。一重（ＤＳＤＳ）：一重（ＤＳＤＷ）：一重（ＤＷＤＷ

）＝１：２：１の分離は見かけ上、全ての個体で一重と想定され、その結果、自殖後代５
５個体は全て一重の花（図６Ｃ）であった。
【実施例２】
【０００９】
全色花とかすり花の遺伝様式
　トルコギキョウのホモ型形質を確認するため、ＢＢＡｎｓＡｎｓの遺伝子型を有する全
色花の系統群（系統番号Ｐ１６、Ｐ２６）の自殖を行った。その結果、自殖後代４３個体
は全て全色花（ＢＢＡｎｓＡｎｓ）（図７Ａ：Ｐ１６）であった。また、ｂｂＡｎｓＡｎ
ｓの遺伝子型を有するかすり花の系統群（系統番号Ｖ２９、Ｖ２５０）の自殖を行った。
その結果、自殖後代１９個体は全てかすりの花（ｂｂＡｎｓＡｎｓ）（図７Ｂ：Ｖ２５０
）であった。ＢＢａｎｓａｎｓの遺伝子型を有する白色花の系統群（系統番号Ｅ９６、Ｖ
７７、Ｖ８５、Ｖ１６１）の自殖を行った。その結果、自殖後代４６個体は全て白色花（
ＢＢａｎｓａｎｓ）（図７Ｃ：Ｖ１６１）であった。ｂｂａｎｓａｎｓの遺伝子型を有す
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る白色花の系統群（系統番号Ｖ３１、Ｖ５１、Ｖ６２、Ｖ７９、Ｖ８０、Ｖ１６０）の自
殖を行った。その結果、自殖後代６７個体は全て白色花（ｂｂａｎｓａｎｓ）（図７Ｄ：
Ｖ３１）であり、これらは、白色花でありながらかすり形質を有する系統群である。
　ＢＢＡｎｓＡｎｓの遺伝子型を有する全色花の系統（系統番号Ｅ１４４）（図８Ａ）お
よびｂｂＡｎｓＡｎｓの遺伝子型を有するかすり花の系統（系統番号Ｅ５４）（図８Ｂ）
を交配し、ＢｂＡｎｓＡｎｓの遺伝子型を有する全色花のＦ１系統（系統番号Ｈ４２）（
図８Ｃ）を得た。この全色花のＦ１系統（系統番号Ｈ４２）を自殖した結果、後代個体（
系統番号Ｖ９８）（図８Ｄ）は全色花およびかすり花の形質に分離し、その分離個体数は
、１８：４であったことから、その想定された全色花（ＢＢＡｎｓＡｎｓおよびＢｂＡｎ
ｓＡｎｓ）：かすり花（ｂｂＡｎｓＡｎｓ）の分離比３：１の理論値に基づきχ２検定を
行った結果、χ２値＝０．５４５で４６．０％の適合確率を与えた。以上の結果より、ト
ルコギキョウのかすり花形質は劣性ホモの遺伝子型ｂｂで発現することがわかる。
　ＢＢＡｎｓＡｎｓの遺伝子型を有する有色花の系統（系統番号Ｅ９４）（図９Ａ）およ
びＢＢａｎｓａｎｓの遺伝子型を有する白色花の系統（系統番号Ｅ１１７）（図９Ｂ）を
交配し、ＢＢＡｎｓａｎｓの遺伝子型を有する有色花のＦ１系統（系統番号Ｈ８４）（図
９Ｃ）を得た。この有色花のＦ１系統（系統番号Ｈ８４）を自殖した結果、後代個体（系
統番号Ｖ１３７）（図９Ｄ）は有色花および白色花の形質に分離し、その分離個体数は、
１７：５であったことから、その想定された有色花（ＢＢＡｎｓＡｎｓおよびＢＢＡｎｓ
ａｎｓ）：白色花（ＢＢａｎｓａｎｓ）の分離比３：１の理論値によりχ２検定を行った
結果、χ２値＝０．０６１で８０．６％の適合確率を与えた。以上の結果より、トルコギ
キョウの白色花形質はアントシアニジンシンターゼ酵素レベルでの劣性ホモの遺伝子型Ｂ
Ｂａｎｓａｎｓで発現することがわかる。
　ｂｂＡｎｓＡｎｓの遺伝子型を有するかすり花の系統（系統番号Ｅ５４、Ｅ１２４）（
図１０Ａ）およびｂｂａｎｓａｎｓの遺伝子型を有する白色花の系統（系統番号Ｅ９９、
ＭＡ８２）（図１０Ｂ）を交配し、ｂｂＡｎｓａｎｓの遺伝子型を有するかすり花のＦ１

系統（系統番号Ｈ１、Ｈ７６）（図１０Ｃ）を得た。このかすり花のＦ１系統（系統番号
Ｈ１、Ｈ７６）を自殖した結果、後代個体（系統番号Ｖ９３、Ｖ１３１）（図１０Ｄ）は
かすり花および白色花の形質に分離し、その分離個体数は、系統番号Ｖ９３は４２：１３
個体数、Ｖ１３１は３３：８個体数であった。これらの系統のすべての個体数を合計した
ところ、７５：２１であったことから、その想定されたかすり花（ｂｂＡｎｓＡｎｓおよ
びｂｂＡｎｓａｎｓ）：白色花（ｂｂａｎｓａｎｓ）の分離比３：１の理論値によりχ２

検定を行った結果、χ２値＝０．５００で４８．０％の適合確率を与えた。以上の結果よ
り、トルコギキョウの白色花形質はアントシアニジンシンターゼ酵素レベルでの劣性ホモ
の遺伝子型ＢＢａｎｓａｎｓに加えてかすり花の形質である遺伝子型ｂｂａｎｓａｎｓで
も発現することがわかる。
　共分離を確認するため、あらかじめ作出したＢｂＡｎｓａｎｓの完全ヘテロ遺伝子型を
有する全色花の系統（系統番号Ｖ１４４）の自殖を行った。その結果、全色花、かすり花
および黄色花の３つの形質に分離し（図１１）、その分離個体数は、１４：６：７であっ
たことから、その想定された全色花（Ｂ－Ａｎｓ－）：かすり花（ｂｂＡｎｓ－）：黄色
花（－－ａｎｓａｎｓ）の分離比９：３：４の理論値によりχ２検定を行った結果、χ２

値＝０．２７６で８７．１％の適合確率を与えた。なお、ここで言う、‘－’の符号は、
遺伝子型がＢまたはｂ、Ａｎｓまたはａｎｓを表すものである。以上の結果より、トルコ
ギキョウの白色花形質はアントシアニジンシンターゼ酵素レベルでの遺伝子座（Ａｎｓ／
ａｎｓ）ならびに全色花とかすり花を制御する遺伝子座（Ｂ／ｂ）が独立して発現するこ
とがわかる。
【実施例３】
【００１０】
黄色花と白色花の遺伝様式
　トルコギキョウのホモ型形質を確認するため、ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＳの遺伝子型を
有する黄色花の系統群（系統番号Ｖ３４、Ｖ１０３、Ｖ１０４、Ｖ１７４、Ｖ２３５、Ｖ
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２３９、Ｖ２４９、ＭＡ５２）の自殖を行った。その結果、自殖後代７２個体は全て黄色
花（ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＳ）（図１２Ａ：Ｖ１０３）であった。また、ｂｂａｎｓａ
ｎｓＹＷＹＷの遺伝子型を有する白色花の系統群（系統番号Ｅ５、Ｖ８）の自殖を行った
。その結果、自殖後代４３個体は全て白色花（ｂｂａｎｓａｎｓＹＷＹＷ）（図１２Ｂ：
Ｅ５）であった。
　共分離を確認するため、黄色花の系統（系統番号Ｅ４；遺伝子型ｂｂａｎｓａｎｓＹＳ

ＹＳ）（図１３Ａ）と白色花の系統（系統番号ＭＡ８２；遺伝子型ｂｂａｎｓａｎｓＹＷ

ＹＷ）（図１３Ｂ）とを交配し、Ｆ１を作出した。その結果、Ｆ１は全て黄色花形質を有
する個体（系統番号Ｈ５；想定遺伝子型はｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＷ）（図１３Ｃ）を得
た。
　黄色花の系統（系統番号Ｅ４；遺伝子型ｂｂａｎｓａｎｓＹＳＹＳ）（図１４Ａ）と白
色花の系統（系統番号Ｅ７１；遺伝子型ＢＢａｎｓａｎｓＹＷＹＷ）（図１４Ｂ）とを交
配し、Ｆ１を作出した。その結果、Ｆ１は全て白色花形質を有する個体（系統番号Ｈ９；
想定遺伝子型はＢｂａｎｓａｎｓＹＳＹＷ）（図１４Ｃ）を得た。以上の結果より、トル
コギキョウの全色花とかすり花を制御する遺伝子座（Ｂ／ｂ）がｂｂの劣性ホモ型の場合
、遺伝子型ＹＳと遺伝子型ＹＷで黄色花と白色花が制御されていることがわかる。
　トルコギキョウのホモ型形質を確認するため、ＢＢａｎｓａｎｓＹＣＹＣの遺伝子型を
有する黄色花の系統（系統番号Ｖ１４５）の自殖を行った。その結果、自殖後代３０個体
は全て黄色花（ＢＢａｎｓａｎｓＹＣＹＣ）（図１５Ａ）であった。
　共分離を確認するため、あらかじめ作出したＢＢＡｎｓａｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＹＣＹ
Ｃの遺伝子型を有する黄色地桃色花（オレンジ色花）の系統（系統番号Ｐ２４）の自殖を
行った。その結果、黄色地桃色花（オレンジ色花）および黄色花の２つの形質に分離し（
図１５Ｂ）、その分離個体数は８：３であったことから、その想定された黄色地桃色花（
オレンジ色花）（ＢＢＡｎｓ－ＨＴＨＴＰｇＰｇＹＣＹＣ）：黄色花（ＢＢａｎｓａｎｓ
ＨＴＨＴＰｇＰｇＹＣＹＣ）の分離比３：１の理論値によりχ２検定を行った結果、χ２

値＝０．０３０で８６．２％の適合確率を与えた。
　あらかじめ作出したＢｂＡｎｓａｎｓＹＣＹＣの遺伝子型を有する黄色地桃色全色花（
オレンジ色全色花）の系統（系統番号Ｖ１４４）の自殖を行った。その結果、黄色地桃色
全色花（オレンジ色全色花）、黄色地桃色かすり花（オレンジ色かすり花）および黄色花
の３つの形質に分離し（図１５Ｃ）、その分離個体数は１４：６：７であったことから、
その想定された黄色地桃色全色花（オレンジ色全色花）（Ｂ－Ａｎｓ－ＹＣＹＣ）：黄色
地桃色かすり花（オレンジ色かすり花）（ｂｂＡｎｓ－ＹＣＹＣ）：黄色花（－－ａｎｓ
ａｎｓＹＣＹＣ）の分離比９：３：４の理論値に基づきχ２検定を行った結果、χ２値＝
０．２７６で８７．１％の適合確率を与えた。なお、ここで言う、‘－’の符号は、遺伝
子型がＢまたはｂ、Ａｎｓまたはａｎｓを表すものである。以上の結果より、トルコギキ
ョウの全色花とかすり花を制御する遺伝子座（Ｂ／ｂ）がＢ－の優性型の場合、遺伝子型
ＹＣで黄色花が制御されていることがわかる。
【実施例４】
【００１１】
ＡＮＳ劣性ホモによる白色花の遺伝様式
　トルコギキョウのホモ型形質を確認するため、ＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤ遺伝子型を有する
紫色花の系統（系統番号ＲＶ）の自殖を行った。その結果、自殖後代５０個体は全て紫色
花（ＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤ）（図１６Ａ）であった。また、ａｎｓａｎｓＨＤＨＤ遺伝子
型を有する白色花の系統群（系統番号Ｖ８５、Ｖ７９、Ｅ１１２、Ｅ１２５）の自殖を行
った。その結果、自殖後代３６個体は全て白色花（ａｎｓａｎｓＨＤＨＤ）（図１６Ｂ：
Ｅ１２５）であった。
　共分離を確認するため、あらかじめ作出したＥＥＡｎｓａｎｓＨＤＨＤのヘテロ遺伝子
型を有する紫色花の系統群（系統番号Ｗ３、ＷＷ５０）の自殖を行った。その結果、紫色
花（覆輪花）：白色花（覆輪花）の分離個体数は、系統番号Ｗ３は２７：１４個体数、Ｗ
Ｗ５０は２３：６個体数に分離した（図１６Ｃ：Ｗ３）。これら系統のすべての個体数を
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合計したところ、５０：２０であったことから、その想定された紫色花（ＥＥＡｎｓＡｎ
ｓＨＤＨＤおよびＥＥＡｎｓａｎｓＨＤＨＤ）：白色花（ＥＥａｎｓａｎｓＨＤＨＤ）の
分離比３：１の理論値よりχ２検定を行った結果、χ２値＝０．４７６で４９．０％の適
合確率を与えた。以上の結果より、トルコギキョウの花弁色素に関連するフラボノイド水
酸化酵素の制御に係る遺伝子型ＨＤが存在しても、その下流を制御するアントシアニジン
シンターゼ酵素レベルでの遺伝子座（Ａｎｓ／ａｎｓ）がａｎｓａｎｓの劣性ホモ型の場
合は、紫色花にはならず白色花になることがわかる。なお、白色花（ＥＥａｎｓａｎｓＨ
ＤＨＤ）には覆輪の遺伝子型が入っているが、白色花であることから見かけ上、確認する
ことはできない。
　トルコギキョウのホモ型形質を確認するため、ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯ遺伝子型を有する
藤色花の系統（系統番号ＭＥ）の自殖を行った。その結果、自殖後代５０個体は全て藤色
花（ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯ）（図１７Ａ）であった。また、ａｎｓａｎｓＨＯＨＯ遺伝子
型を有する白色花の系統群（系統番号Ｖ５３、Ｖ１５８、Ｅ１１７）の自殖を行った。そ
の結果、自殖後代４１個体は全て白色花（ａｎｓａｎｓＨＯＨＯ）（図１７Ｂ：Ｖ５３）
であった。
　共分離を確認するため、あらかじめ作出したＡｎｓａｎｓＨＯＨＯのヘテロ遺伝子型を
有する藤色花の系統群（系統番号Ｗ５１、ＷＷ４２）の自殖を行った。その結果、藤色花
：白色花の分離個体数は、系統番号Ｗ５１は２６：１２個体数、ＷＷ４２は１８：４個体
数に分離した（図１７Ｃ：Ｗ５１）。これら系統のすべての個体数を合計したところ、４
４：１６であったことから、その想定された藤色花（ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯおよびＡｎｓ
ａｎｓＨＯＨＯ）：白色花（ａｎｓａｎｓＨＯＨＯ）の分離比３：１の理論値によりχ２

検定を行った結果、χ２値＝０．０８９で７６．６％の適合確率を与えた。以上の結果よ
り、トルコギキョウの花弁色素に関連するフラボノイド水酸化酵素の制御に係る遺伝子型
ＨＯが存在しても、その下流を制御するアントシアニジンシンターゼ酵素レベルでの遺伝
子座（Ａｎｓ／ａｎｓ）がａｎｓａｎｓの劣性ホモ型の場合は、藤色花にはならず白色花
になることがわかる。
　トルコギキョウのホモ型形質を確認するため、ＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴ遺伝子型を有する
赤色花の系統（系統番号ＡＫ）の自殖を行った。その結果、自殖後代５０個体は全て赤色
花（ＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴ）（図１８Ａ）であった。
　共分離を確認するため、あらかじめ作出したＡｎｓａｎｓＨＴＨＴのヘテロ遺伝子型を
有する赤色花の系統群（系統番号ＷＷ８５、ＷＷ８６）の自殖を行った。その結果、赤色
花：白色花の分離個体数は、系統番号ＷＷ８５は１６：６個体数、ＷＷ８６は１０：５個
体数に分離した（図１８Ｂ：ＷＷ８６）。これら系統のすべての個体数を合計したところ
、２６：１１であったことから、その想定された赤色花（ＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴおよびＡ
ｎｓａｎｓＨＴＨＴ）：白色花（ａｎｓａｎｓＨＴＨＴ）の分離比３：１の理論値により
χ２検定を行った結果、χ２値＝０．４４１で５０．６％の適合確率を与えた。以上の結
果より、トルコギキョウの花弁色素に関連するフラボノイド水酸化酵素の制御に係る遺伝
子型ＨＴが存在しても、その下流を制御するアントシアニジンシンターゼ酵素レベルでの
遺伝子座（Ａｎｓ／ａｎｓ）がａｎｓａｎｓの劣性ホモ型の場合は、赤色花にはならず白
色花になることがわかる。
　トルコギキョウのホモ型形質を確認するため、ＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇ遺伝子型
を有する桃色花の系統（系統番号Ｐ１６）の自殖を行った。その結果、自殖後代４０個体
は全て桃色花（ＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇ）（図１９Ａ）であった。また、ａｎｓａ
ｎｓＨＦＨＦ遺伝子型を有する白色花の系統（系統番号Ｖ３１、Ｖ５１、Ｖ１６０）の自
殖を行った。その結果、自殖後代３８個体は全て白色花（ａｎｓａｎｓＨＦＨＦ）（図１
９Ｂ：Ｖ３１）であった。
　共分離を確認するため、あらかじめ作出したＡｎｓａｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇのヘテロ遺
伝子型を有する桃色花の系統群（系統番号Ｗ３１、Ｗ３３、ＷＷ７０、ＷＷ７２）の自殖
を行った。その結果、桃色花：白色花の分離個体数は、系統番号Ｗ３１は３９：１２個体
数、Ｗ３３は１３：４個体数、ＷＷ７０は７：３個体数、ＷＷ７２は７：３個体数に分離
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した（図１９Ｃ：Ｗ３１）。これら系統のすべての個体数を合計したところ、６６：２２
であったことから、その想定された桃色花（ＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇおよびＡｎｓ
ａｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇ）：白色花（ａｎｓａｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇ）の分離比３：１の
理論値に基づきχ２検定を行った結果、χ２値＝０．０００で１００．０％の適合確率を
与えた。以上の結果より、トルコギキョウの花弁色素に関連するフラボノイド水酸化酵素
の制御に係る遺伝子型ＨＦＨＦＰｇＰｇが存在しても、その下流を制御するアントシアニ
ジンシンターゼ酵素レベルでの遺伝子座（Ａｎｓ／ａｎｓ）がａｎｓａｎｓの劣性ホモ型
の場合は、桃色花にはならず白色花になることがわかる。
【実施例５】
【００１２】
新たな複対立遺伝子ＨＥ

　野生種トルコギキョウのホモ型形質を確認するため、ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ遺伝子型を
有する野生種紫色花系統群（系統番号ＢＣ１、ＢＣ２、ＢＣ２５３４、ＢＣＦＷ、ＩＲＰ
ＣＣ、ＲＰＣＣ、ＭＩＣＣ、ＰＩＣＣ、ＰＩＳＰＩ、ＬＶＳＰＩ、ＢＯＣＶ、ＦＳＰ、Ｆ
ＭＺＡＰ、ＲＧＶＨＳ、ＢＡＬ、Ｂｌａｋｅ、ＢＣＦＷ、ＢＣ２）の自殖を行った。その
結果、自殖後代３７２個体は全て紫色花（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ）（図２０：ＦＳＰ、Ｂ
ＯＣＶ）であった。これらの系統のアントシアニジン色素を調査したところ、Ｄｐｎ色素
のみの組成であった。
　これら野生種トルコギキョウ（ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ遺伝子型）の系統群（系統番号Ｂ
Ｃ１、ＢＣ２、ＢＣ２５３４、ＢＣＦＷ、ＩＲＰＣＣ、ＲＰＣＣ、ＭＩＣＣ、ＰＩＣＣ、
ＰＩＳＰＩ、ＬＶＳＰＩ、ＢＯＣＶ、ＦＳＰ、ＦＭＺＡＰ、ＲＧＶＨＳ、ＢＡＬ、Ｂｌａ
ｋｅ、ＢＣＦＷ、ＢＣ２）のフラボノイド３’５’水酸化酵素（Ｆ３’５’Ｈ遺伝子）を
特許第５０３９９６７号に記載の方法で調査したところ、全てＥｇＨｆ１遺伝子であった
。色素組成がＤｐｎであって、かつ、ＥｇＨｆ１遺伝子を有する遺伝子型は過去に報告例
はないため、この遺伝子型ＨＥは野生種由来の新しい遺伝子型であることがわかる。なお
、ＨＥは、野生種の学名Ｅｕｓｔｏｍａ　ｅｘａｌｔａｔｕｍの‘ｅｘａｌｔａｔｕｍ’
の頭文字‘Ｅ’をとって、‘ＨＥ’と表記した。
　共分離を確認するため、ＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤの遺伝子型を有する紫色花の系統（系統
番号ＲＶ）（図２１Ａ）およびＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ遺伝子型を有する野生種紫色花の系
統（系統番号Ｗｉ５、Ｗｉ１８）（図２１Ｂ）を交配し、ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＤのヘテロ
遺伝子型を有する紫色花のＦ１系統（系統番号Ｕ３３、Ｕ５９）（図２１Ｃ）を得た。こ
の紫色花のＦ１系統（系統番号Ｕ３３、Ｕ５９）の色素を調査したところ、すべてＤｐｎ
色素表現型であった。また、フラボノイド３’，５’水酸化酵素遺伝子（Ｆ３’，５’Ｈ
遺伝子）を特許第５０３９９６７号に記載の方法で調査したところ、ＥｇＨｆ１遺伝子お
よびＥｇＨｆ２遺伝子の両者を保有していた（図２２）。以上の結果より、対立する遺伝
子型ＨＥおよびＨＤは、フラボノイド３’，５’水酸化酵素遺伝子（Ｆ３’，５’Ｈ遺伝
子）のＥｇＨｆ１およびＥｇＨｆ２にそれぞれ対応することが分かり、共分離することは
明らかである。
　共分離を確認するため、ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯの遺伝子型を有する藤色花の系統（系統
番号ＭＥ）（図２３Ａ）およびＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ遺伝子型を有する野生種紫色花の系
統（系統番号Ｗｉ５、Ｗｉ１８）（図２３Ｂ）を交配し、ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＯのヘテロ
遺伝子型を有する紫色花のＦ１系統（系統番号Ｕ３４、Ｕ６０）（図２３Ｃ）を得た。こ
の紫色花のＦ１系統（系統番号Ｕ３４、Ｕ６０）の色素を調査したところ、すべてＣｙｎ
Ｄｐｎ色素表現型であった。また、フラボノイド３’，５’水酸化酵素遺伝子（Ｆ３’，
５’Ｈ遺伝子）を特許第５０３９９６７号に記載の方法で調査したところ、ＥｇＨｆ１遺
伝子のみを保有していた（図２４）。以上の結果より、対立する遺伝子型ＨＥおよびＨＯ

は、フラボノイド３’５’水酸化酵素（Ｆ３’５’Ｈ遺伝子）のＥｇＨｆ１に対応するこ
とが分かり、共分離することは明らかである。
　共分離を確認するため、ａｎｓａｎｓＨＦＨＦの遺伝子型を有する白色花の系統（系統
番号Ｗ６）（図２５Ａ）およびＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ遺伝子型を有する野生種紫色花の系
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統（系統番号Ｗｉ１０）（図２５Ｂ）を交配し、ＡｎｓａｎｓＨＥＨＦのヘテロ遺伝子型
を有する紫色花のＦ１系統（系統番号Ｕ４０）（図２５Ｃ）を得た。この紫色花のＦ１系
統（系統番号Ｕ４０）の色素を調査したところ、すべてＤｐｎ色素表現型であった。また
、フラボノイド３’，５’水酸化酵素遺伝子（Ｆ３’，５’Ｈ遺伝子）を特許第５０３９
９６７号に記載の方法で調査したところ、ＥｇＨｆ１遺伝子およびＥｇＨｆ３遺伝子の両
者を保有していた（図２６）。以上の結果より、対立する遺伝子型ＨＥおよびＨＦは、フ
ラボノイド３’，５’水酸化酵素遺伝子（Ｆ３’，５’Ｈ遺伝子）のＥｇＨｆ１およびＥ
ｇＨｆ３にそれぞれ対応することがわかり、共分離することは明らかである。
　共分離を確認するため、ＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴの遺伝子型を有する赤色花の系統（系統
番号ＡＫ）（図２７Ａ）およびＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥ遺伝子型を有する野生種紫色花の系
統（系統番号Ｗｉ５、Ｗｉ１８）（図２７Ｂ）を交配し、ＡｎｓＡｎｓＨＥＨＴのヘテロ
遺伝子型を有する紫色花のＦ１系統（系統番号Ｕ３２、Ｕ５８）（図２７Ｃ）を得た。こ
の紫色花のＦ１系統（系統番号Ｕ３２、Ｕ５８）の色素を調査したところ、すべてＣｙｎ
Ｄｐｎ色素表現型であった。また、フラボノイド３’，５’水酸化酵素遺伝子（Ｆ３’，
５’Ｈ遺伝子）を特許第５０３９９６７号に記載の方法で調査したところ、ＥｇＨｆ１遺
伝子およびＥｇＨｆ３遺伝子の両者を保有していた（図２８）。以上の結果より、対立す
る遺伝子型ＨＥおよびＨＴは、フラボノイド３’，５’水酸化酵素遺伝子（Ｆ３’，５’
Ｈ遺伝子）のＥｇＨｆ１およびＥｇＨｆ３にそれぞれ対応することがわかり、共分離する
ことは明らかである。
【実施例６】
【００１３】
複対立遺伝子のＦ２世代における遺伝子型と表現型の共分離の実証
　共分離を確認するため、ＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯ遺伝子型を有する藤色花の系統（系統番
号ＭＥ）（図２９Ａ）およびＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤ遺伝子型を有する紫色花の系統（系統
番号ＲＶ）（図２９Ｂ）を交配し、ＡｎｓＡｎｓＨＤＨＯのヘテロ遺伝子型を有する紫色
花のＦ１系統（図２９Ｃ）を得た。この紫色花のＦ１系統の色素を調査したところ、すべ
てＤｐｎ色素表現型であった。さらに、このＦ１系統を自殖しＦ２世代を２１個体育成し
、フラボノイド３’，５’水酸化酵素遺伝子（Ｆ３’，５’Ｈ遺伝子）を特許第５０３９
９６７号に記載の方法で調査し、さらにこのＦ２集団の中でＥｇＨｆ１とＥｇＨｆ２をヘ
テロで持つ個体を自殖して得たＦ３集団１１個体を調査した。その結果、Ｆ２及びＦ３世
代３２個体におけるＦ３’５’Ｈ遺伝子型の分離比はＥｇＨｆ１／ＥｇＨｆ２ヘテロ：Ｅ
ｇＨｆ２ホモ：ＥｇＨｆ１ホモが１５：８：９となり（図３０）、ほぼ２：１：１に分離
した。また、図３０の電気泳動の結果においてＥｇＨｆ１遺伝子のみを保有することを示
した個体は全て図２９ＥのようなＣｙ優勢型の表現型の藤色の花色を示し、ＥｇＨｆ１／
ＥｇＨｆ２ヘテロおよびＥｇＨｆ２ホモの個体は全て図２９ＤのようなＤｐｎ優勢色素表
現型の紫色の花色を示した。以上の結果より、対立する遺伝子型ＨＯおよびＨＤは、それ
ぞれＦ３’５’Ｈ遺伝子のＥｇＨｆ１およびＥｇＨｆ２に対応することが分かり、色素表
現型とＦ３’５’Ｈ遺伝子型が共分離することがＦ２世代の分離からも確かめられた。
【実施例７】
【００１４】
トルコギキョウＦ１種子の交配作出
　以下、トルコギキョウＦ１種子の交配作出法を具体的に説明する。
＜例１＞
　一重の赤色かすり花（ＤＳＤＳｅｅｂｂＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤ
ｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｅ５４）（図３１Ａ）と八重の黄色花（ＤＤＤＤ

ｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ遺伝子型、ホモ型、系
統番号Ｅ９９）（図３１Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の桃色かすり花（ＤＳＤＤｅｅｂｂＡｎ
ｓａｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＳ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｈ１
）（図３１Ｃ）を得た。
＜例２＞



(41) JP 6153213 B2 2017.6.28

10

20

30

40

50

　一重の白色花（ＤＳＤＳｅｅＢＢａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷ

ＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｅ５８）（図３２Ａ）と八重の赤色全色花（ＤＤＤＤｅ
ｅＢＢＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統
番号Ｅ１０７）（図３２Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の紫色全色花（ＤＤＤＳｅｅＢＢＡｎｓ
ａｎｓＨＤＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｈ７）
（図３２Ｃ）を得た。
＜例３＞
　一重の白色花（ＤＳＤＳｅｅＢＢＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷ

ＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｅ７７）（図３３Ａ）と八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂ
ｂａｎｓａｎｓＨＯＨＯｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ遺伝子型、ホモ型、系統番号
Ｅ１００）（図３３Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の赤紫色全色花（ＤＤＤＳｅｅＢｂＡｎｓａ
ｎｓＨＯＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｈ２８）
（図３３Ｃ）を得た。
＜例４＞
　一重の赤色全色花（ＤＳＤＳｅｅＢＢＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐ
ＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｅ５６）（図３４Ａ）と八重の白色花（ＤＤＤＤｅ
ｅｂｂａｎｓａｎｓＨＯＨＯｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統
番号Ｅ７１）（図３４Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の赤紫色全色花（ＤＤＤＳｅｅＢｂＡｎｓ
ａｎｓＨＯＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｈ２３
）（図３４Ｃ）を得た。
＜例５＞
　一重の白色花（ＤＳＤＳＥＥＢＢＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷ

ＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｅ９６）（図３５Ａ）と八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂ
ｂａｎｓａｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ遺伝子型、ホモ型、系統番号
Ｅ９９）（図３５Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の桃色覆輪花（ＤＤＤＳＥｅＢｂＡｎｓａｎｓ
ＨＦＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＳ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｈ３２）（図
３５Ｃ）を得た。
＜例６＞
　八重の桃色花（ＤＤＤＤｅｅＢＢＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷ

ＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｅ１５５）（図３６Ａ）と一重の白色花（ＤＳＤＳｅｅ
ｂｂａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番
号Ｅ１５７）（図３６Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の紫色全色花（ＤＤＤＳｅｅＢｂＡｎｓａ
ｎｓＨＤＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｈ４８）
（図３６Ｃ）を得た。
＜例７＞
　一重の白色花（ＤＷＤＷｅｅＢＢａｎｓａｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷ

ＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｅ１４０）（図３７Ａ）と八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅ
ｂｂａｎｓａｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ遺伝子型、ホモ型、系統番
号Ｅ９９）（図３７Ｂ）を交配し、Ｆ１二重の白色花（ＤＷＤＤｅｅＢｂａｎｓａｎｓＨ
ＦＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＳ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｈ８２）（図３
７Ｃ）を得た。
＜例８＞
　一重の赤色かすり花（ＤＳＤＳｅｅｂｂＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤ
ｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｗ１０）（図３８Ａ）と八重の白色花（ＤＤＤＤ

ｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＯＨＯｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系
統番号Ｗ２８）（図３８Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の赤紫色かすり花（ＤＤＤＳｅｅｂｂＡ
ｎｓａｎｓＨＯＨＴＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｕ
５０）（図３８Ｃ）を得た。
＜例９＞
　八重の白色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＯＨＯｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷ
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ＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｗ２８）（図３９Ａ）と一重の紫色花（ＤＷＤＷｅｅＢ
ＢＡｎｓＡｎｓＨＥＨＥｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号
Ｗｉ１３）（図３９Ｂ）を交配し、Ｆ１二重の紫色全花（ＤＤＤＷｅｅＢｂＡｎｓａｎｓ
ＨＯＨＥｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｕ５１）（図
３９Ｃ）を得た。
＜例１０＞
　一重の黄色花（ＤＳＤＳＥＥｂｂａｎｓａｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳ

ＹＳ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｗ１）（図４０Ａ）と一重の赤色かすり花（ＤＳＤＳｅ
ｅｂｂＡｎｓＡｎｓＨＴＨＴＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統
番号Ｗ１０）（図４０Ｂ）を交配し、Ｆ１一重の赤色かすり覆輪花（ＤＳＤＳＥｅｂｂＡ
ｎｓａｎｓＨＴＨＦＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｕ
４２）（図４０Ｃ）を得た。
＜例１１＞
　八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳ

ＹＳ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｒ５７）（図４１Ａ）と一重の黄色地紫色かすり花（Ｄ
ＳＤＳｅｅｂｂＡｎｓＡｎｓＨＤＨＤＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣＹＣ遺伝子型、ホモ
型、系統番号Ｒ６５）（図４１Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の黄色地紫色かすり花（ＤＤＤＳ

ｅｅｂｂＡｎｓａｎｓＨＤＨＤＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＣＹＳ遺伝子型、ヘテロ型、
系統番号Ｐ６）（図４１Ｃ）を得た。
＜例１２＞
　一重の桃色かすり覆輪花（ＤＳＤＳＥＥｂｂＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇＣｙＣｙＤ
ｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｒ６８）（図４２Ａ）と八重の黄色花（ＤＤ

ＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ遺伝子型、ホモ型
、系統番号Ｒ５８）（図４２Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の桃色かすり覆輪花（ＤＤＤＳＥｅ
ｂｂＡｎｓａｎｓＨＦＨＦＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統
番号Ｐ８）（図４２Ｃ）を得た。
＜例１３＞
　八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳ

ＹＳ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｒ５８）（図４３Ａ）と一重の藤色花（ＤＷＤＷｅｅＢ
ＢＡｎｓＡｎｓＨＯＨＯＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号
Ｒ６１）（図４３Ｂ）を交配し、Ｆ１二重の赤紫色全色花（ＤＤＤＷｅｅＢｂＡｎｓａｎ
ｓＨＯＨＦＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｐ１）（図
４３Ｃ）を得た。
＜例１４＞
　八重の黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＦＨＦｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳ

ＹＳ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｒ５８）（図４４Ａ）と一重の桃色全色花（ＤＷＤＷｅ
ｅＢＢＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統
番号Ｒ６３）（図４４Ｂ）を交配し、Ｆ１二重の桃色全色花（ＤＤＤＷｅｅＢｂＡｎｓａ
ｎｓＨＦＨＦＰｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号Ｐ３）（
図４４Ｃ）を得た。
＜例１５＞
　一重の白色花（ＤＳＤＳｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷ

ＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｖ８５）（図４５Ａ）と八重の桃色かすり花（ＤＤＤＤ

ｅｅｂｂＡｎｓＡｎｓＨＦＨＦＰｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ホモ型、系
統番号Ｖ９０）（図４５Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の紫色かすり花（ＤＳＤＤｅｅｂｂａｎ
ｓＡｎｓＨＤＨＦｐｇＰｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＷ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号ＳＡ
Ｉ７）（図４５Ｃ）を得た。
＜例１６＞
　一重の白色花（ＤＳＤＳｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷ

ＹＷ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｖ８５）（図４６Ａ）と八重黄色花（ＤＤＤＤｅｅｂｂ
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ａｎｓａｎｓＨＤＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＳＹＳ遺伝子型、ホモ型、系統番号Ｖ
２３１）、（図４６Ｂ）を交配し、Ｆ１八重の黄色花（ＤＳＤＤｅｅｂｂａｎｓａｎｓＨ
ＤＨＤｐｇｐｇＣｙＣｙＤｐＤｐＹＷＹＳ遺伝子型、ヘテロ型、系統番号ＳＡＩ４０）（
図４６Ｃ）を得た。
　以上の実施例から、本発明のトルコギキョウの花色形質および／または花形形質に対応
する遺伝子型を用いるトルコギキョウの新品種作出方法は、優れた育種・品種改良技術で
あることは明らかである。
【産業上の利用可能性】
【００１５】
　本発明によれば、多様な花色および／または花形のトルコギキョウを作出することでき
るので、トルコギキョウの鑑賞性を大いに高めることできる。よって、本発明は、園芸分
野、農業分野、アグリビジネスの分野において利用可能である。
　本明細書で引用した全ての刊行物、特許及び特許出願をそのまま参考として本明細書に
組み入れるものとする。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０－１】
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【図１０－２】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】
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【図２２】 【図２３】

【図２４】 【図２５】
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【図２６】 【図２７】

【図２８】 【図２９】
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【図３０】 【図３１】

【図３２】 【図３３】
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【図３４】 【図３５】

【図３６】 【図３７】
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【図３８】 【図３９】

【図４０】 【図４１】
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【図４２】 【図４３】

【図４４】 【図４５】



(55) JP 6153213 B2 2017.6.28

【図４６】



(56) JP 6153213 B2 2017.6.28

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  ▲高▼取　由佳
            鹿児島県鹿児島市郡元一丁目２１番２４号　国立大学法人鹿児島大学内

    審査官  太田　雄三

(56)参考文献  国際公開第２００４／１０３０６５（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１０／１４３７４９（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２００９／１１９９１４（ＷＯ，Ａ１）　　
              HASHIMOTO, F., et al.，Multiple Allelism in Flavonoid Hydroxylation in Eustoma grandif
              lorum (Raf.) Shinn. Flowers，園芸学会雑誌，２００４年，Vol.73, No.3，p.235-240

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ０１Ｈ　　　１／００　　　　
              Ａ０１Ｈ　　　５／００
              ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）
              ＣＡｐｌｕｓ／ＭＥＤＬＩＮＥ／ＥＭＢＡＳＥ／ＢＩＯＳＩＳ（ＳＴＮ）
              ＷＰＩＤＳ／ＷＰＩＸ（ＳＴＮ）
              　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

